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ラ
ダ
ッ
ク
の
旅              

 

（
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
と
ヌ
ブ
ラ
谷
）

	

阪
本
公
一

二
〇
〇
七
年
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
イ
ン

ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
へ
未
踏

峰
の
探
査
に
出
か
け
て
き
た
が
、
今
年

二
〇
一
三
年
は
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ラ

ダ
ッ
ク
へ
の
ん
び
り
と
し
た
山
旅
を
楽
し

も
う
と
、
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
と
ヌ
ブ
ラ
谷

を
訪
れ
る
計
画
を
立
て
た
。

未
踏
峰
探
査
の
仲
間
の
谷
口
朗
さ
ん
、

福
本
昌
弘
さ
ん
、
八
太
幸
行
さ
ん
、
宮
川

清
明
さ
ん
の
他
に
、
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ

へ
初
見
参
の
村
上
正
康
さ
ん
、
上
条
雄
吉

さ
ん
、
宮
川
ふ
み
江
さ
ん
、
小
林
悦
子
さ

ん
、
谷
川
佳
子
さ
ん
の
五
名
の
参
加
が
あ

り
、合
計
一
〇
名
の
パ
ー
テ
ィ
と
な
っ
た
。

ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
南

部
に
あ
り
、
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原
の
西
端
に

位
置
す
る
湖
で
、
大
き
さ
は
琵
琶
湖
の
約

五
分
の
一
弱
、
周
囲
は
六
〇
〇
〇
ｍ
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
風
光
明
媚
な
標
高
約

四
五
〇
〇
ｍ
の
高
原
地
帯
に
あ
る
。

ヌ
ブ
ラ
谷
は
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
中
心
地

レ
ー
の
北
に
あ
り
、
東
カ
ラ
コ
ル
ム
の
名

峰
サ
セ
ル
カ
ン
リ
の
南
西
に
位
置
す
る
谷

で
、
イ
ン
ダ
ス
河
の
支
流
で
あ
る
シ
ャ
イ

オ
ク
川
に
合
流
す
る
。
古
く
は
、
カ
ラ
コ

ル
ム
峠
を
越
え
て
レ
ー
に
入
る
中
継
街
道

で
あ
り
、
現
在
も
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
寺
院

が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、ラ
ダ
ッ
ク
の
レ
ー
を
起
点
に
、

ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
と
ヌ
ブ
ラ
谷
を
訪
れ
る

二
週
間
の
旅
で
あ
る
。関
空
発
着
組
五
名
、

羽
田
発
着
組
五
名
の
二
グ
ル
ー
プ
に
別

れ
、
六
月
二
六
日
〜
七
月
九
日
の
予
定
で

出
か
け
た
。
六
月
二
六
日
にA

ir C
hina

で
日
本
を
出
発
し
、
北
京
で
合
流
後
同
じ

フ
ラ
イ
ト
で
デ
リ
ー
に
六
月
二
七
日
の
早

朝
に
到
着
し
た
。
関
空
・
デ
リ
ー
往
復
航

空
運
賃
が
八
四
三
〇
〇
円
（
空
港
税
・
燃

料
費
込
み
）
と
他
の
航
空
会
社
に
較
べ
て

非
常
に
安
い
航
空
運
賃
に
ひ
か
れ
てA

ir 
C

hina

を
使
う
こ
と
に
し
た
が
、
北
京
・

デ
リ
ー
間
の
フ
ラ
イ
ト
が
往
路
二
時
間

半
、復
路
三
時
間
五
〇
分
も
遅
れ
る
始
末
。

更
に
機
内
ト
イ
レ
が
排
水
フ
ラ
ッ
シ
ュ

の
作
動
不
能
や
電
気
が
つ
か
な
く
て
使
用

不
能
だ
っ
た
機
体
も
何
度
か
あ
り
、
そ
の

上
機
内
食
が
も
の
凄
く
ま
ず
く
て
、
全
隊

員
が
大
不
満
だ
っ
た
。

デ
リ
ー
か
ら
国
内
便
で
ラ
ダ
ッ
ク
の
中

心
の
町
レ
ー
に
、
二
七
日
七
時
過
ぎ
に

到
着
。H

idden H
im

alaya

の
社
長
の
ツ

ワ
ン
氏
の
出
迎
え
を
受
け
、
車
三
台
で

レ
ー
のH

otel L
ingzi

に
投
宿
。H

otel 
L

ingzi

は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
ホ
テ
ル
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だ
が
、
清
潔
で
気
持
ち
が
良
い
。

レ
ー
の
街
は
標
高
三
五
〇
〇
ｍ
の
高
地
に
あ
る
の

で
、
午
前
中
は
、
ホ
テ
ル
に
て
静
か
に
休
息
し
、
午

後
に
レ
ー
の
町
に
あ
る
旧
王
宮
、
チ
ョ
モ
・
ゴ
ン
パ

と
シ
ャ
ン
テ
イ
・
ス
ト
ウ
パ
ー
を
見
学
に
行
っ
た
が
、

高
度
障
害
で
気
分
が
悪
く
な
る
者
が
二
名
で
た
の

で
、
阪
本
が
付
き
添
っ
て
先
に
ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
。

二
八
日
は
、三
台
の
車
で
、チ
ベ
ッ
ト
・
ゴ
ン
パ（
寺

院
）
巡
り
。
ラ
ダ
ッ
ク
で
最
大
で
且
つ
最
も
有
名
な

ヘ
ミ
ス
・
ゴ
ン
パ
に
ま
ず
参
拝
。
岩
山
に
取
り
囲
ま

れ
た
ヘ
ミ
ス
・
ゴ
ン
パ
の
手
前
の
ヘ
ミ
ス
村
に
は
、

ピ
ン
ク
の
野
生
の
バ
ラ
が
咲
き
ほ
こ
っ
て
い
た
。
昨

年
六
月
末
に
同
寺
を
訪
れ
た
時
は
、
ヘ
ミ
ス
・
ゴ
ン

パ
の
お
祭
り
の
日
で
、
多
く
の
地
元
の
人
々
や
観
光

客
で
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
静
か
な
雰
囲
気
の

中
で
、
ヘ
ミ
ス
・
ゴ
ン
パ
を
拝
観
す
る
事
が
出
来
た
。

ヘ
ミ
ス
・
ゴ
ン
パ
の
後
、Igu

の
奥
に
あ
るIgu 

K
ehspan M

editation C
enter

と
呼
ば
れ
る
標
高

約
四
三
〇
〇
ｍ
の
盆
地
に
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
密
教
カ

ギ
ュ
ウ
派
の
瞑
想
所
を
訪
問
し
た
。
二
〇
〇
七

年
に
訪
れ
た
時
に
お
会
い
し
たD

orje 
N

am
gal

さ
ん
と
言
う
老
ラ
マ
（
現
在
八
七
歳
）

は
今
も
健
在
で
、
六
年
前
に
撮
し
た
四
つ
切
り

の
写
真
を
お
持
ち
し
た
ら
大
変
喜
ん
で
戴
き
、

ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
お
茶
で
大
歓
迎
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
私
達
が
ホ
テ
ル
か
ら
持
参
し
た
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
の
昼
食
を
、
老
ラ
マ
と
一
緒
に
楽
し

く
味
わ
っ
た
。
日
本
か
ら
き
た
美
女
三
人
に
囲

ま
れ
て
、
老
ラ
マ
は
大
変
御
機
嫌
で
あ
っ
た
。

ホ
テ
ル
へ
の
帰
路
、
ゲ
ル
ク
パ
派
の
ゴ
ン
パ

で
、ラ
ダ
ッ
ク
を
代
表
す
る
勇
壮
な
テ
イ
ク
セ
・

ゴ
ン
パ
に
参
拝
し
た
。
同
寺
の
チ
ャ
ン
バ
大
仏

像
や
、
数
多
く
あ
る
タ
ラ
（
女
性
の
仏
さ
ん
）

像
が
圧
巻
で
あ
る
。

ラ
ダ
ッ
ク
の
ホ
テ
ル
で
買
う
ミ
ネ
ラ
ル
・

ウ
ォ
ー
タ
ー
は
一
リ
ッ
タ
ー
・
ボ
ト
ル
が
、

四
〇
〜
四
五
ル
ピ
ー
（
約
八
〇
〜
九
〇
円
）
も

す
る
。
私
達
は
、H

idden H
im

alaya

の
事
務

所
の
近
く
に
あ
る
フ
ィ
ル
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

（
そ
の
ま
ま
飲
用
可
能
）
の
販
売
所
で
購
入
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
一
リ
ッ
タ
ー
が
た
っ
た
の
七

ル
ピ
ー
（
約
一
四
円
）
で
買
え
る
の
で
、
私
達
貧
乏

遠
征
隊
は
、
何
時
も
三
リ
ッ
タ
ー
乃
至
は
五
リ
ッ

タ
ー
の
ポ
リ
・
タ
ン
ク
を
何
個
か
持
参
し
て
飲
料
水

を
購
入
し
て
い
る
。

ラ
ダ
ッ
ク
は
、
今
年
は
欧
州
人
の
観
光
客
が
少
な

く
て
、
イ
ン
ド
人
が
急
増
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

た
。
ツ
ワ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
経
済
が
好
調
で

イ
ン
ド
人
の
一
般
所
得
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
こ
と

が
イ
ン
ド
人
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

ツオー・モリリ周辺概念図
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観
察
し
て
い
た
。
且
つ
、
欧
州
の
経
済
状
況
が
悪
い

こ
と
と
、
デ
リ
ー
／
レ
ー
間
の
航
空
運
賃
が
暴
騰

し
た
事
が
欧
州
か
ら
の
観
光
客
の
激
減
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
模
様
と
の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
私
達

は
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
にH

idden H
im

alaya

を

通
じ
て
、
デ
リ
ー
／
レ
ー
間
の
往
復
航
空
券
を
Ｕ
Ｓ

＄
三
三
〇
で
購
入
し
た
が
、
六
月
末
現
在
で
は
片
道

が
Ｕ
Ｓ
＄
三
〇
〇
以
上
の
高
値
で
売
ら
れ
て
い
る

由
。
欧
州
各
地
か
ら
デ
リ
ー
へ
の
往
復
航
空
運
賃
に

較
べ
て
、
僅
か
一
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
で
あ
る
デ
リ
ー

／
レ
ー
間
の
往
復
航
空
運
賃
が
べ
ら
ぼ
う
に
高
い
の

で
、
欧
州
人
は
ラ
ダ
ッ
ク
へ
の
観
光
に
二
の
足
を
踏

ん
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
よ
い
よ
、
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
に
出
か
け
る
日

だ
。
六
月
二
九
日
朝
七
時
三
〇
分
に
レ
ー
の
ホ
テ
ル

を
出
発
。
イ
ン
ダ
ス
河
の
上
流
の
南
の
方
ヘ
と
、
三

台
の
車
で
向
か
う
。
昨
日
通
っ
たIgu

の
少
し
先

に
、U

pshi

と
言
う
割
と
大
き
な
町
が
あ
る
。
イ
ン

ダ
ス
河
を
離
れ
て
マ
ナ
リ
へ
向
か
う
国
道
と
の
分
岐

点
の
町
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
ガ
ン
ジ
ス
河
沿

い
の
道
路
の
拡
張
工
事
に
、
労
働
者
が
数
多
く
働
い

て
い
た
。
中
国
が
パ
ン
ゴ
ン
湖
の
中
国
側
に
立
派
な

舗
装
道
路
を
数
年
前
に
建
設
し
た
の
で
、
そ
れ
に

対
抗
す
る
為
に
、IB

R
O

（Indian B
order R

oad 
O

rganization

）
が
イ
ン
ダ
ス
河
の
奥
に
通
じ
る
道

路
の
突
貫
工
事
を
や
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
中
印

国
境
紛
争
の
影
響
は
、
大
変
大
き
い
。

U
pshi

を
過
ぎ
る
と
イ
ン
ダ
ス
河
は
、K

iari

ま

で
両
岸
に
大
障
壁
が
続
く
大
峡
谷
と
な
る
。
一
二
時

にC
ham

lang

と
言
う
大
き
な
街
に
着
き
、
道
路
脇

の
食
堂
で
昼
食
。
こ
の
近
辺
に
は
、Indian T

ibet 

B
order P

olice

（IT
B

P

）
と
言
う
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ

ト
国
境
警
備
警
察
隊
の
大
き
な
駐
屯
地
が
あ
る
。
ラ

ダ
ッ
ク
は
、
中
国
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国
境
問
題

係
争
中
の
地
域
で
あ
り
、
北
西
の
カ
ル
ギ
ル
か
ら
、

レ
ー
及
び
イ
ン
ダ
ス
河
沿
い
の
源
流
に
か
け
て
、
イ

ン
ド
軍
や
国
境
警
察
隊
の
駐
屯
所
が
非
常
に
多
い
。

駐
屯
兵
の
数
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ツ
ワ
ン
氏

の
話
で
は
一
〇
万
人
を
く
だ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ

と
。一

三
時
一
五
分
に
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
へ
向
か
う
分

岐
点
のM

ahe

に
到
着
。
ま
っ
す
ぐ
南
に
向
か
う
イ

ン
ダ
ス
河
沿
い
の
路
は
、
外
国
人
に
は
立
入
禁
止
と

な
っ
て
い
る
。Mahe

に
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
ス
ト
が
あ
り
、

IL
P

（Inner L
ine P

erm
it

）
と
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提

示
し
、
通
行
登
録
を
し
て
、
右
手
の
鉄
橋
を
渡
っ
て

ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
に
向
か
っ
た
。

イ
ン
ダ
ス
河
を
離
れ
る
と
、
谷
は
幅
の
広
い
穏
や

か
な
谷
と
な
り
、
谷
筋
に
白
や
ピ
ン
ク
の
タ
マ
リ
ス

ク
の
花
が
満
開
に
咲
い
て
い
た
。P

uga S
um

do

か

ら
西
へ
行
く
と
、
す
ぐ
温
泉
の
あ
るP

uga

村
が
あ

る
が
、
私
達
は
立
ち
寄
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
奥
に

P
olo K

ongka

峠
（
四
九
七
〇
）
が
あ
り
、
峠
の

北
面
にP

olokongka

（
六
六
三
二
）
や
沖
允
人
さ

ん
達
が
初
登
頂
さ
れ
たT

hugje
（
六
一
四
八
）
が

連
な
る
。
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
へ
向
か
う
路
は
つ
づ

ら
折
れ
の
立
派
な
舗
装
道
路
と
な
り
、
四
八
四
〇

ｍ
の
峠
に
達
す
る
（
一
四
時
一
五
分
着
）。
峠
の
名

前
は
、E

dition O
lizane

地
図
に
はN

usgar L
a

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、L

eom
ann M

aps
で
は

N
am

shang L
a

と
な
っ
て
い
る
。
我
々
の
ガ
イ
ド

の
ツ
ワ
ン
氏
がK

arzok

の
村
人
か
ら
、
地
元
で
は

N
am

shang L
a

を
使
っ
て
い
る
と
聞
か
さ
れ
て
い

た
の
で
、
私
達
もN

am
shang L

a

と
い
う
地
名
を

使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
高
所
順
応
の
た
め
峠
に
約

三
〇
分
滞
在
し
た
後
、
峠
を
下
り
、
広
大
な
高
原
に

あ
る
ち
い
さ
な
湖
に
達
す
る
。
こ
の
湖
はE

dition 
O

lizane

地
図
で
はK

yagar T
so

又
はT

hadsang 
K

aru

、L
eom

ann M
aps

で
はT

azang T
so

又

はK
aigar T

so

と
な
っ
て
い
る
。
私
達
はK

yagar 
T

so

と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

K
yagar T

so

に
は
、
放
牧
の
人
々
の
テ
ン
ト
が

点
在
す
る
。K

yagar T
so

の
西
に
は
、C

halung

又
はK

ula

と
呼
ば
れ
る
六
五
〇
〇
ｍ
峰
、P

6270

やP
6170

の
三
山
が
ゆ
っ
た
り
と
し
た
山
蓉
を
見

せ
て
い
る
。K

ula

は
一
九
九
七
年
に
日
本
山
岳
会

東
海
支
部
に
初
登
頂
さ
れ
た
山
だ
。

K
yagar T

so

の
南
に
は
、
ツ
オ
ー
・
モ
リ

リ
の
西
側
に
あ
るM

entok

連
峰
が
遠
望
さ
れ

た
。E

dition O
lizane M

ap

で
は
、
北
に
あ
る

の
がM

entok 2

峰
（
六
二
一
〇
）、
南
に
位
置
す

る
の
がM

entok 1

峰
（
六
二
五
〇
）
と
あ
る
が
、

L
eom

an M
aps

で
は
逆
に
北
の
山
がM

entok 1

峰

（
六
二
七
七
）
で
南
がM

entok 2

峰
（
六
一
七
二
）

と
な
っ
て
い
る
。
帰
国
後
、
一
九
七
四
年
よ
り
ラ

ダ
ッ
ク
に
通
っ
て
お
ら
れ
る
先
達
の
沖
允
人
さ
ん
に

お
教
え
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
正
し
く
は
北
に
あ

る
山
が
、
山
形
大
学
が
初
登
頂
し
たM

entok 1

峰

（
六
二
五
〇
）
で
、M

entok 2

峰
（
六
二
一
〇
）
は

南
の
山
だ
と
の
こ
と
。

ラ
ダ
ッ
ク
や
ザ
ン
ス
カ
ー
ル
に
関
す
る
市
販
の
地

図
が
い
ろ
い
ろ
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
地
図
に
よ
り

地
名
も
異
な
り
、
山
の
位
置
、
標
高
も
ま
ち
ま
ち
で
、

本
当
に
混
乱
さ
せ
ら
れ
る
。
基
準
と
な
る
イ
ン
ド
国
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防
省
のS

urvey of India

の
地
図
が
市
販
さ
れ
て

一
般
大
衆
も
使
用
可
能
に
な
れ
ば
良
い
の
だ
が
、
そ

ん
な
時
期
は
何
時
に
な
っ
た
ら
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ

う
か
？

高
原
に
あ
るK

yagar T
so

か
ら
西
の
方
へ
一
段

下
り
る
とkyagar

川
の
広
い
河
原
が
あ
ら
わ
れ
、

ヤ
ク
や
パ
シ
ミ
ア
・
ゴ
ー
ト
を
放
牧
し
て
い
る
遊
牧

民
の
テ
ン
ト
村
が
出
来
て
い
る
。
パ
シ
ミ
ア
は
カ

シ
ミ
ア
よ
り
も
繊
維
が
細
く
高
級
だ
と
言
わ
れ
て

お
り
、
パ
シ
ミ
ア
・
ゴ
ー
ト
は
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ

か
ら
西
の
ツ
オ
ー
・
カ
ル
（
塩
の
湖
）
に
至
た
る

四
〇
〇
〇
ｍ
〜
五
〇
〇
〇
ｍ
の
高
原
で
放
牧
さ
れ
て

お
り
、
パ
シ
ミ
ア
の
シ
ョ
ー
ル
や
セ
ー
タ
ー
は
ラ

ダ
ッ
ク
の
一
大
産
品
と
な
っ
て
い
る
。

K
yagar

川
が
西
に
直
角
に
曲
が
る
北
面

のK
yagar

川
左
岸
に
はP

6350

、P
6080

、

P
6110

の
た
お
や
か
な
山
が
あ
り
、
右
岸
に
は

Y
alung N

ong

（
六
〇
八
〇
）
とP

6040

が
あ
る
。

K
yagrar

川
は
、
南
に
流
れ
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
に
流

れ
込
む
。
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
に
は
、
渡
り
鳥
が
数
多

く
生
息
し
て
お
り
、
鳥
た
ち
の
保
護
の
た
め
に
人
間

が
入
れ
な
い
よ
う
に
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
沿
い
に
金
網

の
フ
ェ
ン
ス
が
張
ら
れ
て
い
る
。

ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
の
西
面
に
は
イ
ン
ド

H
im

alayan C
lub

のH
arish K

apadia

さ
ん
が

一
九
九
五
年
に
初
登
頂
さ
れ
たC

ham
ser K

angri

（
六
六
〇
〇
）
とL

unger K
angri

（
六
六
五
〇
）

が
ど
っ
し
り
と
腰
を
す
え
て
い
る
。
ツ
オ
ー
・
モ
リ

リ
山
塊
の
最
高
峰
だ
が
、
割
と
簡
単
に
登
れ
る
山
な

の
で
、
最
近
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
ガ
イ
ド
が
企
画
す

る
公
募
登
山
隊
に
毎
年
の
よ
う
に
登
ら
れ
て
い
る
。

M
entok

連
峰
の
麓
に
あ
るK

arzok

は
、ツ
オ
ー
・

モ
リ
リ
の
西
岸
の
標
高
約
四
五
〇
〇
ｍ
に
あ
り
、
常

設
民
家
も
あ
る
こ
の
近
辺
で
最
大
の
村
。
私
達
は

K
arzok

の
テ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
た
が
、
ツ

イ
ン
・
ベ
ッ
ド
が
備
え
付
け
て
あ
る
二
人
用
の
大
き

な
テ
ン
ト
で
、
各
テ
ン
ト
に
水
洗
の
ト
イ
レ
や
シ
ャ

Kyagar	Tso より東側の山々を望む（八太）

Kyogar	Tso から遠望するツオー・モリリ西側の山々（八太）

左	Chamser	Kangri（6600m）、右	Lungser	Kangri（6650m）
谷口撮影
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ワ
ー
も
完
備
さ
れ
て
い
て
大
変
快
適
で
あ
っ
た
。

隊
員
の
一
人
が
、
そ
の
夜
嘔
吐
を
繰
り
返
し
、
ほ

と
ん
ど
睡
眠
が
と
れ
な
く
疲
労
困
憊
。
翌
朝
の
起

床
時
の
脈
拍
が
一
二
〇
、
体
温
三
六
・
八
℃
、S

pO
2

が
五
五
％
と
計
測
さ
れ
た
。
完
全
な
高
度
障
害
と
思

わ
れ
、
放
置
し
て
お
く
と
高
所
肺
水
腫
を
惹
起
す
る

恐
れ
も
あ
る
の
で
、
ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
で
の
二
泊

の
宿
泊
を
取
り
や
め
、
急
遽
そ
の
日
の
中
に
レ
ー

ま
で
戻
る
こ
と
に
決
断
し
た
。
そ
の
他
の
隊
員
が

朝
食
を
済
ま
せ
た
後
、
午
前
八
時
にK

arzok

を
直

ち
に
車
で
レ
ー
に
向
け
て
出
発
。U

pshi
ま
で
一
気

に
走
り
、
午
後
二
時
にU

pshi

で
昼
食
を
と
っ
た
。

K
arzok

で
は
、
す
っ
か
り
弱
っ
て
い
た
隊
員
も
、

お
い
し
そ
う
に
昼
食
を
口
に
し
、
他
の
隊
員
も
一
安

心
。
高
度
約
四
五
〇
〇
ｍ
のK

arzok

か
ら
、
標
高

約
三
三
〇
〇
ｍ
のU

pshi

ま
で
降
り
て
く
る
と
高

度
障
害
は
不
思
議
な
よ
う
に
消
え
て
な
く
な
っ
た
。

高
山
病
に
な
っ
た
ら
直
ち
に
五
〇
〇
ｍ
以
上
の
高
度

を
下
げ
ろ
と
い
う
鉄
則
を
、
あ
ら
た
め
て
再
認
識
す

る
実
体
験
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
午
後
四
時
半

頃
に
、
レ
ー
のH

otel L
ingzi

に
帰
着
。
夕
食
は
、

ホ
テ
ル
の
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
中
華
料
理
を
食
べ
た

が
、
今
朝
は
高
山
病
で
全
く
元
気
の
な
か
っ
た
隊
員

も
、
人
並
み
以
上
に
夕
食
を
楽
し
ん
で
い
た
。

翌
七
月
一
日
は
、
休
養
日
と
し
、
自
由
行
動
と
し

た
。
ガ
イ
ド
の
ツ
ワ
ン
氏
に
同
行
願
い
、
念
の
た
め

ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
で
高
山
病
に
か
か
っ
た
隊
員
を
つ

れ
て
、
朝
一
〇
時
に
レ
ー
のS

N
M

 H
ospital

へ
出

か
け
た
。
診
察
を
待
つ
長
い
列
が
出
来
て
い
た
が
、

ツ
ワ
ン
氏
の
交
渉
の
お
陰
で
、
一
〇
分
ぐ
ら
い
の
待

ち
時
間
で
内
科
の
女
医
さ
ん
に
診
察
し
て
い
た
だ
い

た
。
状
況
を
説
明
し
、
今
朝
のS

pO
2

は
八
二
％
な

る
こ
と
を
説
明
し
た
。
明
日
か
ら
標
高
五
六
〇
〇

ｍ
のK

hardung L
a

を
越
え
て
、
ヌ
ブ
ラ
谷
に
行

く
予
定
だ
が
、
問
題
は
な
い
か
と
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
峠
に
長
時
間
滞
在
し
な
い
な
ら
、
ヌ
ブ
ラ
谷
は

標
高
が
三
〇
〇
〇
〜
三
一
〇
〇
ｍ
だ
か
ら
、
明
朝

のS
pO

2

が
大
幅
に
低
く
な
け
れ
ば
、
ヌ
ブ
ラ
谷
へ

行
く
こ
と
は
全
く
問
題
な
い
と
の
回
答
を
い
た
だ
い

た
。本

人
も
ツ
ワ
ン
氏
も
私
も
、
女
医
さ
ん
の
言
葉
を

聞
き
、
ホ
ッ
と
す
る
。
診
察
料
を
ツ
ワ
ン
氏
が
立
て

替
え
て
く
れ
た
の
で
、
幾
ら
だ
っ
た
か
聞
い
た
と
こ

ろ
、
二
ル
ピ
ー
（
約
四
円
）
と
の
こ
と
。
驚
く
べ
き

安
さ
だ
。
ツ
ワ
ン
氏
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
政
府
は
ラ

ダ
ッ
ク
の
住
民
に
対
し
て
、
特
別
な
医
療
優
遇
政
策

を
と
っ
て
い
て
、
ラ
ダ
ッ
ク
の
病
院
で
治
療
を
受
け

る
外
国
人
も
ラ
ダ
ッ
ク
住
民
並
の
安
い
診
療
代
で
良

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
由
。

明
日
か
ら
予
定
通
り
に
ヌ
ブ
ラ
谷
に
行
け
る
こ
と

に
な
り
、
本
人
も
他
の
隊
員
も
全
員
大
喜
び
。
ツ
ワ

ン
氏
も
、
ヌ
ブ
ラ
谷
で
の
宿
泊
予
約
を
取
り
消
さ
な

く
て
す
み
、
一
安
心
。
他
の
隊
員
は
、
買
い
物
を
兼

ね
て
、
レ
ー
の
街
の
探
索
に
一
日
を
楽
し
ん
だ
よ
う

だ
。七

月
二
日
、
朝
七
時
半
に
レ
ー
を
三
台
の
車
で
出

発
。
世
界
一
高
い
車
の
通
る
五
六
〇
〇
ｍ
の
峠
と

言
わ
れ
て
い
るK

hardung L
a

の
手
前
のS

outh 
P

ulu

の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
ス
ト
に
て
、IL

P
と
パ
ス

ポ
ー
ト
を
提
出
し
通
行
登
録
を
行
う
。
つ
づ
ら
お
り

ジ
グ
ザ
グ
の
山
道
か
ら
、
レ
ー
の
街
の
西
に
連
な

るS
tock K

angri

連
山
を
眺
め
、
写
真
を
撮
っ
た
。

S
tock K

angri

（
六
一
五
〇
）
は
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・

ピ
ー
ク
に
な
っ
て
い
て
、
レ
ー
のIM

F

（Indian 
M

ountaineering F
oundation

）
事
務
所
へ
申
請
す

れ
ば
二
二
五
〇
ル
ピ
ー
（
約
四
五
〇
〇
円
）
で
翌
日

に
は
許
可
が
と
れ
る
の
で
、
大
変
人
気
が
あ
る
。
条

件
の
良
い
と
き
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
な
し
で

も
登
れ
る
山
な
の
で
大
勢
の
登
山
者
で
毎
年
賑
わ
っ

て
い
る
が
、
Ｂ
Ｃ
は
ゴ
ミ
の
山
に
な
り
つ
つ
あ
る
と

H
im

alayan C
lub

で
も
対
応
に
頭
を
痛
め
て
い
る

そ
う
だ
。

K
hardung L

a

で
高
度
を
計
測
し
た
ら
、
私
達
の

持
参
し
て
い
る
高
度
計
で
は
約
五
二
〇
〇
ｍ
し
か
な

か
っ
た
。
過
大
宣
伝
だ
と
憤
慨
す
る
隊
員
も
い
た
。

ツ
オ
ー
・
モ
リ
リ
で
高
山
病
に
な
っ
た
隊
員
が
い
る

の
で
、K

harudung L
a

で
は
車
を
止
め
て
休
息
せ

ず
に
、
一
気
に
峠
を
下
っ
た
。

途
中K

hardung

村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
を
と

り
、D

eskit

を
通
り
越
し
てH

undar

の
テ
ン
ト
・

ホ
テ
ル
に
一
四
時
に
到
着
。H

undr

の
テ
ン
ト
・
ホ

テ
ル
も
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
い
て
あ
る
二
人
用
の
ツ

イ
ン
・
ベ
ッ
ド
の
個
室
で
、
水
洗
ト
イ
レ
と
バ
ス
付

き
の
清
潔
で
快
適
な
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
緑
の
林
の
中

の
テ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
く

つ
ろ
げ
た
。

ヌ
ブ
ラ
谷
と
シ
ャ
イ
オ
ク
川
の
出
合
い
近
辺
は
、

幅
二
㎞
以
上
も
あ
り
そ
う
な
デ
ル
タ
と
な
っ
て
い

る
。D

eskit

やH
undar

は
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
国

境
に
近
い
の
で
、
軍
隊
の
駐
屯
所
を
何
カ
所
に
も
見

受
け
ら
れ
た
。

七
月
三
日
は
、H

undar

村
に
あ
る
岩
山
の
上
の

D
eschen T

sem
o G

om
pa

へ
参
拝
。G

om
pa

か
ら
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見
下
ろ
す
木
々
の
緑
に
つ
つ
ま
れ
たH

undar

の
村

が
美
し
い
。そ
の
後
、Hundar

の
砂
漠
へ
キ
ャ
メ
ル
・

サ
フ
ァ
リ
を
楽
し
み
に
行
っ
た
。
乗
車
券
は
一
五
分

で
、一
人
一
八
〇
ル
ピ
ー
（
三
六
〇
円
）
で
あ
っ
た
。

シ
ャ
イ
オ
ク
川
沿
い
に
あ
るH
undar

は
、
両
岸
の

岩
壁
が
も
ろ
く
、
崩
壊
し
て
砂
状
に
な
っ
て
風
で
吹

き
飛
び
、
シ
ャ
イ
オ
ク
川
に
堆
積
し
て
鳥
取
の
砂
丘

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
此
所
に
、
ラ
ク

ダ
を
利
用
し
て
、観
光
客
を
乗
せ
て
遊
ば
す
キ
ャ
メ
ル
・

サ
フ
ァ
リ
が
ヌ
ブ
ラ
谷
の
名
物
に
な
っ
て
い
る
。

午
後
は
、D

eskit G
om

pa

を
訪
問
。G

om
pa

は

山
の
中
腹
に
あ
る
が
、
車
で
行
け
る
。G

om
pa

の

裏
側
に
はP

6040

の
魅
力
的
な
山
が
聳
え
て
い
る
。

大
仏
の
場
所
か
ら
眺
め
るD

eskit G
om

pa

と
後
ろ

のP
6040

の
景
観
は
、
な
か
な
か
の
圧
巻
で
あ
っ

た
。
そ
の
日
も
、
同
じ
テ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
のS

and 
D

une L
eisure C

am
p

に
宿
泊
し
た
。
夜
、
周
り
を

う
ろ
つ
く
野
犬
の
群
れ
が
吠
え
続
け
、
一
晩
中
や
か

ま
し
く
て
眠
れ
な
か
っ
た
。

七
月
四
日
は
、Sum

ur

へ
移
動
。
い
っ
た
ん
シ
ャ

イ
オ
ク
川
を
南
に
行
っ
て
か
ら
、
橋
を
渡
っ
て
対

岸
の
左
岸
の
道
に
で
る
。D

eskit

村
の
近
く
か
ら
、

対
岸
のT

irit

谷
の
奥
に
聳
え
る
真
っ
白
な
鋭
峰
が

望
ま
れ
た
。
多
分
、Abule

（
六
三
六
〇
）
で
あ
ろ
う
。

S
um

ur

村
に
あ
る
、S

am
taling M

onastry

と
言

う
最
近
建
て
ら
れ
たG

om
pa

に
参
拝
。G

om
pa

の
前
庭
か
ら
、D

eskit G
om

pa

の
南
に
聳
え
る

P
6040

やT
eltop

（
六
一
二
〇
）
の
連
山
が
手
に

取
る
よ
う
に
眺
め
ら
れ
、
写
真
を
撮
影
し
た
。

今
日
の
宿
泊
先
は
、S

um
ur

の
新
し
い
テ
ン
ト
・

ホ
テ
ル
で
あ
るV

alley F
low

ers

。
花
壇
の
あ
る
明

る
い
テ
ン
ト
・
ホ
テ
ル
で
、
バ
ス
・
ル
ー
ム
は
タ
イ

ル
張
り
で
あ
っ
た
。

午
後
、P

anam
ik

の
温
泉
を
見
物
。
露
天
の
温

泉
に
観
光
客
が
捨
て
る
ゴ
ミ
に
困
っ
た
地
元
住
民

が
、
男
女
別
の
浴
槽
の
あ
る
建
物
を
最
近
建
設
し

て
運
営
し
て
い
る
。
外
人
に
与
え
ら
れ
るIL

P

は
、

P
anam

ik

ま
で
で
そ
れ
以
上
北
に
は
行
け
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、P

anam
iki

を
少
し
越
え
た

箇
所
か
ら
対
岸
に
渡
っ
た
山
の
上
に
あ
るE

nsa 
G

om
pa

に
は
参
拝
が
可
能
。
車
で
対
岸
に
渡
り
、

中
腹
の
車
止
め
か
ら
、
急
坂
で
砂
混
じ
り
の
狭
い
滑

り
落
ち
そ
う
な
山
道
を
登
っ
てE

nsa G
om

pa

に
参

拝
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
が
、
宿
坊
の
建
設
に
男
女

総
出
で
忙
し
く
働
い
て
い
た
。
ラ
ダ
ッ
ク
に
住
む
チ

ベ
ッ
ト
仏
教
の
人
々
の
、「
相
互
依
存
」
の
生
活
を

目
の
当
た
り
に
見
せ
て
貰
っ
た
。

七
月
五
日
に
は
ヌ
ブ
ラ
谷
を
離
れ
、
レ
ー
に
戻
っ

た
。K

hardung L
a

か
ら
、Saser K

angri

連
峰
を

眺
め
る
た
め
標
高
差
約
五
〇
ｍ
の
小
山
の
上
に
登
っ

た
。
最
初
は
雲
で
見
え
な
か
っ
た
が
、
一
〇
分
ほ
ど

休
憩
し
て
い
る
間
に
、S

aser K
angri 2

峰
の
秀
峰

が
望
ま
れ
た
。S

aser K
angri 2

西
峰（
七
五
〇
〇
）

は
、
一
九
八
五
年
に
日
印
合
同
隊
（
日
本
隊
隊
長
沖

允
人
氏
）
が
初
登
頂
し
て
い
る
。S

aser K
angri 2

東
峰
（
七
五
一
八
）
は
、
二
〇
一
一
年
に
米
印
合
同

ヌブラ谷のSumur 村より眺めるDekit の南の山々

Khardunga	La より遠望するSaser	Kangri	2 峰（八太）
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隊
が
初
登
頂
。

午
後
一
時
半
に
レ
ー
に
戻
り
、
午
後
は
そ
れ
ぞ
れ

の
土
産
物
の
買
い
出
し
や
洗
濯
な
ど
で
の
ん
び
り
過

ご
し
た
。

七
月
六
日
は
、
車
で
ゲ
ル
ク
派
の
総
本
山
で
あ
る

リ
キ
ー
ル
・
ゴ
ン
パ
を
参
拝
。
こ
の
ゴ
ン
パ
の
現
在

の
座
主
は
ダ
ラ
イ
ラ
マ
一
四
世
の
実
弟
の
ン
ガ
リ
・

リ
ン
ポ
チ
ェ
。
寺
院
の
手
入
れ
は
完
璧
で
あ
り
、
大

変
清
潔
で
、
若
い
僧
侶
を
教
育
す
る
学
校
も
あ
る
。

本
堂
の
横
に
チ
ャ
ン
バ
大
仏
が
そ
び
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
世
界
的
に
壁
画
で
有
名
な
ア
ル
チ
・
ゴ

ン
パ
を
訪
問
し
た
。
カ
シ
ミ
ー
ル
調
の
壁
画
で
有
名

で
、
数
多
く
の
写
真
集
な
ど
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

七
年
前
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
撮
影

が
可
能
だ
っ
た
が
、
現
在
は
堂
内
で
の
撮
影
は
す
べ

て
厳
禁
に
な
っ
て
い
る
。

七
月
七
日
の
早
朝
に
レ
ー
か
ら
デ
リ
ー
に
飛
び
、

午
後
は
イ
ン
ド
門
と
国
立
博
物
館
を
見
学
。
翌
八
日

も
市
内
観
光
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（Indian M

ountaineering 
F

oundation

）
の
訪
問
に
時
間
を
使
い
、
七
月
九
日

早
朝
の
デ
リ
ー
発
の
フ
ラ
イ
ト
で
北
京
経
由
で
日
本

に
帰
国
し
た
。

僅
か
二
週
間
の
バ
タ
バ
タ
し
た
旅
程
だ
っ
た
が
、

そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
楽
し
い
旅
で
あ
っ
た
。

「
追
記
」

今
回
もH

idden H
im

alaya

の
社
長
ツ
ワ
ン
氏
と

奥
様
の
紗
智
さ
ん
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

ツ
ワ
ン
氏
は
、二
〇
〇
七
年
か
ら
の
お
付
き
合
い
で
、

デ
リ
ー
大
学
の
大
学
院
卒
の
経
歴
を
持
つ
、
ザ
ン
ス

カ
ー
ル
出
身
の
誠
実
で
信
頼
出
来
る
ガ
イ
ド
で
あ

る
。
紗
智
さ
ん
は
滋
賀
県
比
良
山
の
麓
出
身
の
女
性

で
、
ツ
ワ
ン
氏
の
人
柄
に
惚
れ
て
結
婚
。
元
西
遊
旅

行
社
員
の
経
験
を
生
か
し
て
、
夫
婦
二
人
で
旅
行
代

理
店
を
レ
ー
で
経
営
し
て
い
る
。
長
男
創
一
君
（
三

歳
）、
次
男
秋
生
君
（
一
歳
）
と
の
四
人
家
族
。

ラ
ダ
ッ
ク
に
行
か
れ
る
方
で
、
現
地
で
起
用
す
る

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
特
に
な
け
れ
ば
、
是
非H

idden 
H

im
alaya

を
活
用
さ
れ
る
よ
う
強
く
お
奨
め
し
た

い
。

H
idden H

im
alaya

21 H
em

is C
om

plex, Z
angsti, U

pper 
T

ukucha R
oad

L
eh, L

adakh, 194101,  Jam
m

u &
 K

ashm
ir, 

India
T

el: 91-1982-257994
E

-m
ail: Z

urhang@
redffm

ail.com

（M
r. T

sew
ang Y

angphel

）

E
-m

ail: sachitsew
ang@

gm
ail.com

（M
rs. Jyoko S

achi

）
日
本
語
受
信
可
能

＊H
idden H

im
alaya

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w

w
.hiddenhim

alaya.com

（
英
語
）

http://zanskar.jim
do.com

/

（
日
本
語
）

＊
紗
智
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
「
ラ
ダ
ッ
ク
生
活
記
」：

http://zanskar555.blog117.fc2.com
/

（
日

本
語
）

Leh の旧王宮とツオモ・ゴンパ

Leh の町と Stock	Kangri 山群



8

高
所
肺
水
腫
・
脳
浮
腫
の
恐
ろ
し
さ

	

阪
本
公
一

長
野
に
住
ん
で
い
る
社
会
人
山
岳
会
の
友
人
Ｆ
氏

が
、
二
〇
一
三
年
三
〜
四
月
に
ネ
パ
ー
ル
の
ク
ン

ブ
ー
山
域
に
あ
る
ロ
ブ
チ
ェ
・
ウ
ェ
ス
ト（
六
一
四
五

ｍ
）
に
登
り
に
出
か
け
た
。
一
九
四
〇
年
生
ま
れ
の

私
と
同
い
年
の
彼
が
隊
長
で
、
彼
よ
り
数
歳
若
い
二

人
の
仲
間
と
の
三
人
パ
ー
テ
イ
の
遠
征
隊
で
あ
っ

た
。
彼
は
ア
ピ
南
西
壁
や
ラ
ン
タ
ン
リ
に
も
遠
征
し

て
い
る
優
秀
な
ク
ラ
イ
マ
ー
で
、
歳
を
と
っ
て
か
ら

も
殆
ど
毎
年
の
よ
う
に
ネ
パ
ー
ル
に
出
か
け
て
い
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
狂
い
の
岳
人
で
あ
る
。

彼
等
は
見
事
に
ロ
ブ
チ
ェ
・
ウ
ェ
ス
ト
を
登
頂
し

た
。
し
か
し
、
帰
路
に
隊
員
の
一
名
が
高
山
病
に
な

り
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院
に
入
院
。
高
所
肺
水
腫
と

の
医
師
の
診
断
で
あ
っ
た
。
か
な
り
悪
化
し
て
お
り

胸
部
の
切
開
手
術
が
必
要
と
判
断
さ
れ
、
カ
ト
マ
ン

ズ
の
病
院
で
急
遽
手
術
を
す
る
事
に
な
っ
た
。
四
月

中
旬
に
手
術
を
し
た
が
、
そ
の
後
の
経
過
が
思
わ
し

く
な
く
、
連
日
の
酸
素
吸
入
で
治
療
を
続
け
て
い
る

状
態
で
あ
っ
た
。
本
人
及
び
家
族
が
、
こ
の
ま
ま
カ

ト
マ
ン
ズ
の
病
院
に
入
院
し
て
い
る
よ
り
も
、
是
非

日
本
に
帰
国
し
て
治
療
し
た
い
と
希
望
し
た
が
、
酸

素
吸
入
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
状
態
で
の
飛
行
機
に
よ

る
搬
送
は
極
め
て
危
険
と
、
な
か
な
か
カ
ト
マ
ン
ズ

の
病
院
の
許
可
が
お
り
な
か
っ
た
。

粘
り
強
い
折
衝
の
結
果
、
よ
う
や
く
カ
ト
マ
ン
ズ

の
病
院
の
許
可
を
得
て
、
六
月
初
め
に
医
師
帯
同
の

チ
ャ
ー
タ
ー
機
で
そ
の
隊
員
は
日
本
に
帰
国
さ
れ
た

そ
う
だ
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
二
週
間
ほ
ど

し
て
逝
去
さ
れ
て
し
ま
っ
た
由
で
あ
る
。
飛
行
機
の

搬
送
費
用
は
、
一
〇
〇
〇
万
円
以
上
か
か
っ
た
ら
し

い
。隊

長
で
あ
っ
た
Ｆ
氏
は
、「
自
分
達
の
体
力
を
過

信
し
て
い
ま
し
た
。
彼
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
時

に
、
す
ぐ
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
下
山

さ
せ
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
彼
が
頑
張
っ
て
歩

い
て
い
た
の
で
、
つ
い
つ
い
未
だ
大
丈
夫
と
歩
き
続

け
た
の
が
最
大
の
失
敗
だ
っ
た
よ
う
で
す
。」
と
深

く
反
省
し
て
お
ら
れ
た
。
ロ
ブ
チ
ェ
・
ウ
ェ
ス
ト
を

登
り
に
行
っ
た
の
な
ら
、
診
療
所
の
あ
る
ペ
リ
チ
ェ

村
（
四
二
四
〇
ｍ
）
へ
Ｂ
Ｃ
か
ら
一
日
で
下
山
出
来

た
筈
で
あ
る
。
ペ
リ
チ
ェ
の
診
療
所
の
医
師
に
診
断

し
て
も
ら
い
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助
を
要
請
す
れ
ば
、

一
時
間
余
で
高
山
病
に
な
っ
た
隊
員
を
カ
ト
マ
ン
ズ

へ
お
ろ
せ
た
で
あ
ろ
う
に
。
隊
長
の
Ｆ
氏
の
悔
い
は

大
き
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
高
所
肺
水
腫
や
脳
浮
腫
に
か
か
っ
た
と
思
わ
れ

た
ら
、
一
刻
も
早
く
低
所
に
降
ろ
す
こ
と
が
大
切
。

モ
タ
モ
タ
し
て
い
る
と
翌
日
に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
か
ら
、
高
所
肺
水
腫
や
脳
浮
腫
は
時
間
と
の

勝
負
。」
と
斉
藤
惇
生
医
師
や
中
島
道
郎
医
師
か
ら
、

何
度
も
お
教
え
を
受
け
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

二
〇
〇
一
年
に
、
高
野
昭
吾
さ
ん
と
ご
一
緒
に
、

エ
ベ
レ
ス
ト
の
下
の
カ
ラ
パ
タ
ー
ル（
五
六
四
五
ｍ
）

ま
で
の
ク
ン
ブ
ー
山
域
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
行
っ
た

事
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
ご
一
緒
し
た
広
島
の
社
会
人

山
岳
会
の
友
人
が
、
デ
ィ
ン
ボ
チ
ェ
（
四
四
一
〇

ｍ
）
で
突
然
調
子
が
悪
く
な
っ
た
。
デ
ィ
ン
ボ
チ
ェ

に
着
い
た
翌
日
、
裏
山
の
尾
根
を
高
所
順
応
の
為

五
〇
〇
〇
ｍ
位
ま
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
た
が
、

彼
の
歩
行
速
度
が
突
然
遅
く
な
り
し
ん
ど
そ
う
で

あ
っ
た
。
途
中
で
下
山
す
る
こ
と
に
し
て
、
午
後
は

休
養
し
た
。
夕
食
は
、彼
も
け
っ
こ
う
食
欲
が
あ
り
、

異
常
な
状
態
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
夜
は
隣

の
部
屋
か
ら
彼
の
激
し
い
咳
が
聞
こ
え
た
。
翌
朝
、

彼
は
食
欲
も
な
く
、
前
夜
は
血
痰
も
で
た
と
の
報
告

で
あ
っ
た
。
ガ
イ
ド
と
相
談
し
、
デ
ィ
ン
ボ
チ
ェ
の

裏
に
あ
る
ペ
リ
チ
ェ
の
診
療
所
へ
、
急
遽
彼
を
降
ろ

す
こ
と
に
決
断
し
た
。

ガ
イ
ド
の
指
示
で
、
ポ
ー
タ
ー
が
交
代
で
彼
を
背

負
い
、
個
人
装
備
を
背
負
っ
て
ペ
リ
チ
ェ
に
降
ろ
し

た
。
私
と
高
野
さ
ん
は
、
昨
日
登
れ
な
か
っ
た
尾
根

の
五
〇
〇
〇
ｍ
あ
た
り
ま
で
登
っ
た
後
、
ペ
リ
チ
ェ

の
診
療
所
へ
。
私
達
が
ペ
リ
チ
ェ
の
手
前
ま
で
降
り

て
き
た
と
き
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
ペ
リ
チ
ェ
に
着
陸

し
、
す
ぐ
に
離
陸
し
て
い
っ
た
。

ガ
イ
ド
の
報
告
に
よ
る
と
、
ペ
リ
チ
ェ
診
療
所
の

医
師
が
診
察
し
て
く
れ
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

で
検
査
し
た
結
果
、
酸
素
飽
和
度
が
極
め
て
低
く
、

高
所
肺
水
腫
に
な
っ
て
い
る
と
の
診
断
だ
っ
た
由
。

ペ
リ
チ
ェ
の
医
師
は
直
ち
に
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
出
動
を
要
請
し
、
す
ぐ
に
飛
ん
で
き
た
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
出
し
た
由
。

ペ
リ
チ
ェ
の
診
療
所
か
ら
、ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
の
コ
ス
モ
に
電
話
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
患

者
は
無
事
カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院
に
入
院
し
、
酸
素
吸

入
も
し
て
今
は
全
く
問
題
な
い
と
の
報
告
で
あ
っ

た
。
翌
々
日
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
私
達

が
ロ
ブ
チ
ェ
（
四
九
三
〇
ｍ
）
の
ロ
ッ
ジ
か
ら
エ
ー
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ジ
ェ
ン
ト
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
広
島
の
友
人
は
前

日
か
ら
何
も
な
か
っ
た
か
の
如
く
元
気
に
し
て
お

り
、
明
日
退
院
予
定
と
の
こ
と
。「
カ
ト
マ
ン
ズ
近

辺
で
の
ん
び
り
遊
ん
で
い
る
の
で
、
阪
本
さ
ん
達
は

気
兼
ね
な
く
予
定
通
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
続
け
て
欲

し
い
」
と
の
伝
言
を
聞
き
、
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
に

な
っ
た
。
私
達
の
ガ
イ
ド
も
、
早
い
決
断
が
彼
の
命

を
救
っ
た
と
、
彼
も
本
当
に
満
足
そ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
ガ
イ
ド
は
、
数
年
前
に
日
本
か
ら
の
公
募
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
隊
を
、
今
回
と
同
じ
ル
ー
ト
で
案
内
し

た
が
、
参
加
者
の
一
名
が
高
所
肺
水
腫
で
死
亡
し
て

し
ま
っ
た
「
苦
い
経
験
」
を
語
っ
て
く
れ
た
。

ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
（
三
四
四
〇
ｍ
）
か
ら
タ
ン

ボ
チ
ェ
（
三
八
六
〇
ｍ
）
に
向
か
う
途
中
、
一
人
の

客
が
極
端
に
歩
く
速
度
が
遅
く
な
り
、
呼
吸
が
苦
し

そ
う
に
見
え
た
そ
う
だ
。
そ
の
晩
、
そ
の
客
は
、
も

の
凄
い
咳
と
痰
に
苦
し
ん
で
お
り
、
翌
朝
は
全
く
元

気
が
な
い
よ
う
に
み
え
た
と
い
う
。
経
験
豊
富
な
そ

の
ガ
イ
ド
は
、
肺
水
腫
の
危
険
性
が
高
い
と
判
断

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
救
助
を
要
請
す
る
か
ら
タ
ン

ボ
チ
ェ
か
ら
下
山
す
る
よ
う
に
と
、
そ
の
客
の
説
得

に
努
め
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
そ
の
客
は
「
折
角
休

暇
を
と
っ
て
ネ
パ
ー
ル
ま
で
来
た
の
だ
。
高
い
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
費
用
を
払
っ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
で
諦
め
る
気
は
な
い
。
客
の
俺
が
行
き
た

い
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ガ
イ
ド
の
お
前
に
と

や
か
く
言
わ
れ
る
筋
合
い
は
な
い
」
と
怒
鳴
ら
れ
る

始
末
。
渋
々
、
そ
の
客
も
つ
れ
て
タ
ン
ボ
チ
ェ
を
出

発
し
た
由
。
タ
ン
ボ
チ
ェ
を
出
て
す
ぐ
彼
の
調
子
が

極
端
に
悪
く
な
り
、
結
局
す
ぐ
近
く
の
パ
ン
ボ
チ
ェ

（
三
九
三
〇
ｍ
）
の
ロ
ッ
ジ
に
急
遽
投
宿
す
る
こ
と

に
な
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
夜
、
そ
の
勝
手
気
ま
ま
な

客
は
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

ロ
ッ
ジ
の
オ
ー
ナ
ー
に
、「
死
人
を
こ
の
ロ
ッ
ジ

に
泊
め
て
お
く
こ
と
は
困
る
」
と
言
わ
れ
、
ロ
ッ
ジ

裏
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
そ
の
晩
は
ガ
イ
ド
が
一
晩

同
じ
テ
ン
ト
で
遺
体
の
番
を
し
た
そ
う
で
あ
る
。

カ
ト
マ
ン
ズ
に
遺
体
を
搬
送
し
、
日
本
か
ら
飛
ん

で
き
た
客
の
家
族
と
対
面
し
た
時
、「
ガ
イ
ド
の
あ

ん
た
が
つ
い
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
私
の
主
人
を
死
な

す
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
」
と
怒
鳴
ら
れ
た
時
に

は
、
情
け
な
く
て
涙
が
出
て
本
当
に
悔
し
か
っ
た
そ

う
だ
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
社
長
や
、
同
行
の
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
客
が
、
死
亡
し
た
客
が
好
き
放
題
に
我
が
儘

に
振
る
舞
っ
た
結
果
が
招
い
た
事
故
だ
と
説
明
し
て

く
れ
て
、
や
っ
と
救
わ
れ
た
気
持
に
な
っ
た
と
、
そ

の
ガ
イ
ド
は
し
み
じ
み
と
語
っ
て
く
れ
た
。

二
〇
〇
八
年
に
谷
口
朗
さ
ん
、
福
本
昌
弘
さ
ん
達

と
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
（
ネ
パ
ー
ル
）
の
ラ
ム
ド
ン
・
ピ
ー

ク
（
五
九
二
五
ｍ
）
に
登
り
に
行
っ
た
。
私
達
が
高

度
順
応
の
為
、
ツ
ォ
ー
・
ロ
ル
パ
か
ら
ロ
ル
パ
氷
河

へ
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か
け
た
時
、
上
の
方
か
ら
ネ

パ
ー
ル
人
の
ガ
イ
ド
が
駆
け
下
り
て
き
た
。
単
独
の

日
本
人
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
が
、
お
客
が
す
ぐ
上

の
小
屋
で
動
け
な
く
な
り
、
か
な
り
重
度
の
高
山
病

と
思
わ
れ
る
の
で
、
ガ
イ
ド
の
属
す
る
カ
ト
マ
ン
ズ

の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
電
話
し
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
救
助

を
依
頼
し
た
い
と
の
こ
と
。
彼
等
は
、
衛
星
携
帯
電

話
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
上
の
小
屋
に
も
ま
た
水
門
管

理
所
に
も
無
線
機
が
な
い
の
で
、
も
し
私
達
が
衛
星

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
た
ら
使
わ
せ
て
欲
し
い
と
頼

ん
で
き
た
。

衛
星
携
帯
電
話
を
管
理
し
て
い
る
福
本
さ
ん
が
、

た
ま
た
ま
ナ
村
の
ロ
ッ
ジ
に
忘
れ
て
き
た
の
で
、
福

本
さ
ん
と
私
が
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ナ
村
ま
で
急
遽
降

り
る
こ
と
に
し
た
。
ナ
村
の
ロ
ッ
ジ
か
ら
、
そ
の
ガ

イ
ド
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
事
務
所
に
電
話
を
入
れ

て
、
救
助
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
要
請
し
た
。
そ
の
日
の

夕
方
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
や
っ

て
こ
ず
、
翌
朝
に
よ
う
や
く
飛
ん
で
き
て
、
単
独
の

日
本
人
登
山
者
を
運
ん
で
行
っ
た
。
助
か
る
か
ど
う
か

気
に
な
っ
た
の
で
、
念
の
た
め
、
そ
の
日
本
人
の
名
前
、

住
所
と
電
話
番
号
を
ガ
イ
ド
に
聞
い
て
お
い
た
。

ラ
ム
ド
ン
・
ピ
ー
ク
に
登
頂
し
て
私
達
が
日
本
に

帰
国
し
た
後
、
そ
の
単
独
日
本
人
の
こ
と
が
気
に

な
っ
た
の
で
、
彼
の
自
宅
に
電
話
を
し
て
み
た
。
奥

さ
ん
が
電
話
に
で
て
こ
ら
れ
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院

で
高
所
肺
水
腫
と
診
断
さ
れ
、
か
な
り
重
症
な
の
で

一
〇
日
ほ
ど
入
院
さ
れ
て
い
た
そ
う
だ
。
奥
さ
ん
と

息
子
さ
ん
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
行
か
れ
、
先
日
一
緒
に

日
本
に
連
れ
て
帰
っ
た
ば
か
り
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
翌
日
、
本
人
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
衛
星
携

帯
電
話
の
お
陰
で
助
か
り
ま
し
た
。
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク

ス
を
飲
ん
だ
為
、
高
所
肺
水
腫
に
な
っ
た
と
私
は
判

断
し
て
い
ま
す
。
私
は
医
者
で
す
が
、
来
年
カ
ト
マ

ン
ズ
へ
行
っ
て
、
病
院
で
ダ
イ
ア
モ
ッ
ク
ス
の
危
険

性
に
つ
い
て
指
導
し
て
く
る
つ
も
り
で
す
。」
と
独

り
よ
が
り
な
持
論
を
ま
く
し
た
て
て
お
ら
れ
た
。
ダ

イ
ア
モ
ッ
ク
ス
が
高
山
病
を
惹
起
す
る
と
い
う
新
説

に
驚
く
と
と
も
に
、
本
人
の
高
度
順
応
活
動
の
不
備

を
全
く
認
識
し
て
い
な
い
そ
の
医
者
の
不
勉
強
に
、

私
は
驚
き
、
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
日
、
中
島
道

郎
医
師
に
そ
の
話
を
し
た
ら
、「
か
か
る
人
間
は
、

相
手
に
し
な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
ね
」
と
の
コ
メ
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ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。

今
夏
、
私
達
は
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ラ
ダ
ッ
ク

に
出
か
け
た
が
、ツ
ォ
ー
・
モ
リ
リ（
約
四
五
〇
〇
ｍ
）

で
女
性
隊
員
が
夕
方
か
ら
突
然
不
調
に
な
り
、
そ
の

晩
は
嘔
吐
・
咳
で
一
晩
寝
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、

自
力
で
の
歩
行
が
困
難
だ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
朝
の

彼
女
のS

pO
2

は
、
五
五
で
あ
っ
た
。
同
室
の
女
性

隊
員
が
翌
朝
、そ
の
状
況
を
詳
し
く
報
告
し
て
く
れ
、

彼
女
は
非
常
に
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
私
は
判
断
し

た
。同
行
し
て
い
た
副
隊
長
の
谷
口
朗
さ
ん
か
ら
も
、

「
早
く
降
ろ
し
た
方
が
安
全
で
し
ょ
う
」
と
の
助
言

が
あ
り
、
私
は
直
ち
に
下
山
す
る
決
断
を
し
た
。

イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
は
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の

救
助
は
日
本
大
使
館
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
軍
に
要
請

せ
ね
ば
な
ら
ず
、
非
常
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
私

達
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
い
る
車
で
、
朝
食
後
直
ち
に

レ
ー
に
戻
る
決
断
を
し
た
。
車
で
、
イ
ン
ダ
ス
河
沿

い
の
村
ま
で
降
り
た
段
階
で
、
彼
女
は
俄
然
元
気
に

な
り
、
昼
食
も
も
り
も
り
と
食
べ
出
し
、「
こ
れ
で

大
丈
夫
」
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
次
第
で
あ
る
。

翌
日
レ
ー
の
病
院
で
診
察
し
て
く
れ
た
女
医
さ
ん

か
ら
も
、「
高
所
肺
水
腫
に
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

早
く
彼
女
を
レ
ー
に
降
ろ
し
た
の
が
正
解
で
し
た

ね
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
戴
い
た
。
的
確
な
判
断
と
早

い
決
断
に
よ
り
、
高
所
肺
水
腫
に
よ
る
最
悪
の
事
態

を
防
げ
た
と
思
っ
て
い
る
。

昨
年
二
〇
一
二
年
四
月
〜
五
月
に
京
都
府
山
岳
連

盟
が
、
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
山
域
（
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
）
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ･

ピ
ー
ク
で
あ
る
パ
ル
チ
ャ

モ
（
六
二
七
三
ｍ
）
に
遠
征
隊
を
出
し
た
。
社
会
人

山
岳
会
所
属
の
合
計
八
名
の
隊
で
あ
っ
た
。
四
月

二
七
日
、
頂
上
直
下
約
二
〇
〇
ｍ
の
と
こ
ろ
で
、
こ

れ
以
上
登
行
を
続
け
る
の
は
危
険
と
隊
長･

副
隊
長

が
判
断
し
、
下
山
す
る
こ
と
に
し
た
ら
し
い
。
高
度

障
害
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
Ｓ
隊
員
が
、
ま
と
も
に

セ
ル
フ
・
ビ
レ
ー
も
出
来
な
く
な
り
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・

ロ
ー
プ
へ
の
カ
ラ
ビ
ナ
の
セ
ッ
ト
や
エ
イ
ト
環
の
使

用
も
出
来
な
く
て
、
隊
長
や
他
の
隊
員
が
サ
ポ
ー
ト

し
て
下
降
。
五
七
〇
〇
ｍ
の
ハ
イ
キ
ャ
ン
プ
で
非
常

用
の
酸
素
を
Ｓ
隊
員
に
吸
わ
せ
た
。
高
所
肺
水
腫
の

恐
れ
が
強
い
と
Ｙ
隊
長
が
判
断
し
、
出
来
る
だ
け
そ

の
日
の
中
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
山
す
る
事
に
決
定
。
同
時

に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
Ｓ
氏
を
カ
ト
マ
ン
ズ
に
搬
送
す

べ
く
、
サ
ー
ダ
ー
を
タ
ー
メ
ま
で
急
行
さ
せ
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
要
請
を
す
る
よ
う
隊
長
が
指
示
。
ハ
イ

キ
ャ
ン
プ
か
ら
岩
場
と
ル
ン
ゼ
の
下
降
は
、
難
渋
を

極
め
た
ら
し
い
。
全
く
歩
行
困
難
な
Ｓ
隊
員
を
ロ
ー

プ
で
確
保
し
た
り
、
シ
ェ
ル
パ
に
背
負
わ
せ
た
り
し

て
下
降
を
続
け
た
が
、
雪
が
降
り
出
し
途
中
で
ツ
ェ

ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
一
時
待
機
し
た
り
し
な
が
ら
、
何

と
か
午
後
六
時
に
Ｂ
Ｃ
に
Ｓ
氏
を
降
ろ
す
こ
と
が
出

来
た
。
Ｙ
隊
長
以
下
全
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
の
必
死
の

救
助
の
お
陰
で
命
を
と
り
と
め
た
Ｓ
氏
は
、
翌
朝
九

時
四
〇
分
に
救
援
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
り
込
み
カ

ト
マ
ン
ズ
の
病
院
へ
。

カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院
で
は
高
所
脳
浮
腫
と
判
断
さ

れ
た
由
。
下
山
中
、
Ｓ
隊
員
は
指
の
凍
傷
に
か
か
っ

た
ら
し
い
が
、
全
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
の
必
死
の
協
力

で
命
を
拾
っ
た
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
に
心
か
ら
感
謝

せ
ね
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
帰
国
後
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
救
助
費

用
及
び
カ
ト
マ
ン
ズ
の
病
院
の
費
用
を
立
て
替
え
て

く
れ
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
合
計
約
九
五
万
円
の
請

求
書
が
届
い
た
が
、
Ｓ
隊
員
は
全
く
支
払
い
を
せ

ず
。
各
隊
員
が
掛
け
た
保
険
で
求
償
出
来
る
筈
だ
か

ら
、
至
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
送
金
す
る
よ
う
に
と
何

度
も
Ｙ
隊
長
が
指
示
し
て
も
、
Ｓ
氏
は
全
く
支
払
わ

ず
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
迷
惑
は
掛
け
ら
れ
な
い
の

で
、見
る
に
み
か
ね
た
Ｙ
隊
長
個
人
が
立
て
替
え
て
、

九
五
万
円
を
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
銀
行
送
金
さ
れ
た
ら

し
い
。

そ
の
後
、
Ｙ
隊
長
や
そ
の
他
の
隊
員
か
ら
、
自
分

の
命
が
助
か
っ
た
救
助
費
だ
か
ら
き
ち
ん
と
支
払
う

よ
う
に
と
、
電
話
や
文
章
で
Ｓ
氏
に
何
度
督
促
し
て

も
Ｓ
氏
か
ら
は
、
な
し
の
つ
ぶ
て
だ
っ
た
ら
し
い
。

パ
ル
チ
ャ
モ
遠
征
隊
の
反
省
会
を
開
い
て
も
、
Ｓ

氏
は
全
く
出
席
し
な
か
っ
た
ら
し
い
。

二
〇
一
三
年
三
月
二
四
日
に
、
京
都
府
山
岳
連
盟

の
海
外
登
山
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、
私
も
ザ
ン
ス

カ
ー
ル
未
踏
峰
探
検
の
ス
ラ
イ
ド
・
シ
ョ
ー
を
行
い
、

中
島
道
郎
さ
ん
も
高
所
医
学
の
講
演
を
さ
れ
た
。

パ
ル
チ
ャ
モ
遠
征
隊
の
報
告
に
な
っ
た
時
、
遅
れ

て
出
席
し
た
Ｓ
氏
が
突
然
「
私
に
も
話
を
さ
せ
て
く

れ
」
と
わ
め
き
だ
し
、会
場
は
騒
然
と
な
っ
た
。「
自

分
の
救
助
費
用
も
支
払
わ
な
い
隊
員
は
、
講
演
す
る

資
格
が
な
い
」
と
副
隊
長
が
Ｓ
氏
の
登
壇
を
引
き
留

め
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。

な
ぜ
、
Ｓ
氏
が
自
分
の
救
助
の
為
に
使
わ
れ
た
費

用
の
支
払
い
を
拒
否
し
て
い
る
の
か
、
全
隊
員
が
全

く
理
解
出
来
な
い
由
で
あ
る
。
そ
の
後
も
、
引
き
続

き
支
払
い
を
督
促
し
て
も
、
全
く
そ
の
意
思
の
な
い

Ｓ
氏
の
態
度
に
、
京
都
府
山
岳
連
盟
は
所
属
社
会
人

山
岳
会
の
会
員
で
あ
る
某
弁
護
士
に
依
頼
し
て
、
民

事
訴
訟
に
踏
み
切
っ
た
そ
う
だ
。
七
月
末
に
、
Ｙ
隊
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長
と
話
を
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
は
未
だ
判
決
が
で

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

仲
間
の
命
を
救
う
た
め
に
、
必
死
に
な
っ
て
動
い

て
く
れ
た
友
人
の
善
意
や
好
意
を
平
気
で
裏
切
っ

て
、
自
分
自
身
の
命
を
救
う
た
め
に
使
わ
れ
た
費
用

の
支
払
い
拒
否
す
る
登
山
者
が
い
る
こ
と
に
、驚
き
、

あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
次
第
で
あ
る
。ど
う
も
Ｓ
氏
は
、

ま
と
も
な
神
経
の
持
ち
主
で
は
な
い
よ
う
だ
。

隊
長
の
的
確
な
判
断
と
迅
速
な
決
断
、
そ
し
て
他

の
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
が
一
丸
と
な
っ
て
の
必
死
の
協

力
で
仲
間
の
命
を
救
っ
た
素
晴
ら
し
い
美
談
に
終
わ

る
筈
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
氏
の
救
助
費
不
払
い

と
い
う
、信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
不
可
解
な
態
度
で
、

折
角
の
遠
征
が
極
め
て
不
愉
快
な
も
の
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
遠
征
隊
の
参
加
者
は
、
全
く
や
る
せ
な
い

情
け
な
い
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
模
様
だ
。

高
山
病
も
、
時
に
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
、
奇
妙
き
て
れ
つ
な
ト
ラ
ブ
ル
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
。
Ｓ
氏
の
命
を
救
う
為
に
必
死
に
努
力
し

た
他
の
隊
員
の
心
情
は
い
か
ば
か
り
か
と
、
同
情
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

チ
リ
・
ス
キ
ー
旅

	

安
仁
屋
政
武

経
緯二

〇
一
三
年
八
月
二
〇
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、

南
米
チ
リ
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
近
郊
で
の
ス
キ
ー
と

イ
ー
ス
タ
ー
島
へ
の
観
光
に
行
っ
て
き
た
。
チ
リ
で

の
ス
キ
ー
は
ま
だ
珍
し
い
と
思
う
の
で
紹
介
す
る
。

私
は
数
年
前
か
ら
東
京
の
山
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ「
ラ
・

ラ
ン
ド
ネ
」
に
所
属
し
山
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い

る
。
こ
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
と
て
も
活
発
で
、
国
内
で

の
多
彩
な
山
ス
キ
ー
行
に
加
え
、
メ
ン
バ
ー
の
多
く

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
オ
ー
ト
ル
ー
ト
や
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ

ス
カ
の
ヘ
リ
ス
キ
ー
に
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
刺
激

さ
れ
て
、
私
も
二
〇
一
二
年
四
月
、
五
人
で
シ
ャ
モ

ニ
ー
か
ら
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
ま
で
行
っ
た
。

こ
こ
数
年
、
七
〜
八
月
に
チ
リ
に
ス
キ
ー
に
行
く

こ
と
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
。
以
前
、
二
〇
〇
四
年

七
月
下
旬
に
冬
の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
調
査
の
偵
察
に
行
っ

た
帰
り
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
か
ら
車
で
一
・
五
時
間
の

郊
外
に
あ
る
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
時
は
雪
が
少
な
く
、
ガ
タ
ガ
タ
の
貸
し
ス
キ
ー

だ
っ
た
の
で
、そ
れ
な
り
に
し
か
楽
し
め
な
か
っ
た
。

三
年
前
、
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
空
港
で
見
つ
け
た
チ

リ
の
ス
キ
ー
場
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
全
く
知
ら
な
か
っ

た
山
ス
キ
ー
場
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
の
北
、
約
一
〇
八
㎞
の
ア
ン
デ
ス
山
中
に
あ
る
、

エ
ル･

ア
ル
パ（E

l A
rpa

）で
あ
る
。ス
ノ
ー
キ
ャ
ッ

ト
で
三
六
〇
〇
〜
三
七
〇
〇
ｍ
の
ピ
ー
ク
に
行
き
そ

こ
か
ら
二
七
〇
〇
ｍ
の
ベ
ー
ス
・
ハ
ウ
ス
（
Ｂ
Ｈ
）

ま
で
滑
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
コ
ー
ス
の
七
〇
％

が
上
級
者
と
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
い
う
地
域
で
、
リ
フ

ト
そ
の
他
の
施
設
は
一
切
な
い
。
宿
泊
施
設
が
無
い

の
で
麓
の
ロ
ス
・
ア
ン
デ
ス
の
ホ
テ
ル
か
ら
通
う
。

二
〇
一
二
年
秋
に
二
〇
一
三
年
七
〜
八
月
に
行
く

計
画
を
考
え
、
北
海
道
勢
を
中
心
に
声
を
か
け
た
。

こ
の
結
果
、
女
性
一
人
を
含
む
八
人
と
な
っ
た
。
メ

ン
バ
ー
は
最
年
長
が
七
三
歳
（
指
導
員
）
で
、
六
〇

代
前
半
と
三
〇
台
前
半
の
若
者
（
七
三
歳
の
息
子
）

を
除
き
、
あ
と
は
七
〇
前
後
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
普

段
か
ら
北
海
道
の
山
で
一
緒
に
滑
っ
て
い
る
の
で
、

気
心
は
知
れ
て
い
る
し
お
互
い
の
力
量
も
知
っ
て
い

る
。
ま
た
、
若
者
を
除
い
て
い
ず
れ
も
オ
ー
ト
ル
ー

ト
、
安
仁
屋
を
除
く
六
人
は
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
の

ヘ
リ
ス
キ
ー
経
験
者
で
も
あ
る
。

対
象
地
域
は
二
カ
所
で
、
い
ず
れ
も
首
都
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
か
ら
車
で
一
・
五
〜
二
・
五
時
間
の
近
郊
に

あ
る
。
一
つ
は
日
本
で
は
（
チ
リ
で
も
）
ほ
と
ん
ど

知
ら
れ
て
い
な
い
エ
ル
・
ア
ル
パ
、も
う
一
つ
は
フ
ァ

レ
ジ
ョ
ー
ネ
ス
地
域
（F

arellones

）
で
あ
る
。

フ
ァ
レ
ジ
ョ
ー
ネ
ス
は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
東
五
〇

㎞
位
の
ア
ン
デ
ス
山
中
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら
ラ･

パ

ル
バ
、
エ
ル
・
コ
ロ
ラ
ド
、
ヴ
ァ
ジ
ェ･

ネ
バ
ー
ド

の
三
つ
の
大
規
模
な
ス
キ
ー
場
ま
で
車
で
五
分
〜

二
〇
分
で
行
け
る
便
利
な
所
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

ス
キ
ー
場
の
最
高
点
は
三
四
〇
〇
〜
三
七
〇
〇
ｍ

で
、
一
つ
一
つ
が
八
方
尾
根
以
上
、
あ
る
い
は
ニ
セ

コ
全
山
以
上
の
規
模
で
あ
る
。

そ
し
て
、
せ
っ
か
く
南
米
ま
で
行
く
の
だ
か
ら
ど

こ
か
観
光
し
よ
う
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
一
般
に
は
行

き
に
く
い
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
行
く
こ
と
に
し
た
。
私

は
一
九
九
四
年
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
な

ら
ま
た
行
っ
て
も
い
い
と
思
う
所
で
あ
る
。

日
程

八
月
二
〇
日
（
火
）
：
Ａ
Ａ
便
で
成
田
発
。
二
一

日
（
水
）
朝
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｄ
Ｆ
Ｗ
（D

allas-F
ort 

W
orth

）
経
由
で
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
着
。
ダ
ウ
ン
タ
ウ

ン
地
区
に
あ
る
私
の
定
宿
に
行
く
。
日
本
を
出
て
か
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ら
三
〇
時
間
近
く
経
っ
て
い
る
の
で
、
午
後
は
時
差

ぼ
け
解
消
も
兼
ね
て
の
ん
び
り
す
る
。私
以
外
は
皆
、

チ
リ
は
初
め
て
。

八
月
二
二
日
（
木
）
：
朝
七
時
頃
に
エ
ル
・
ア
ル
パ

へ
行
く
迎
え
が
来
た
。
ロ
ス
・
ア
ン
デ
ス
ま
で
は
高

速
道
路
を
快
適
に
行
く
。
宿
の
イ
ン
カ
・
ホ
テ
ル
に

は
九
時
頃
着
き
、
そ
こ
か
ら
エ
ル
・
ア
ル
パ
へ
向
か

う
。
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ア
ン
デ
ス
の
山
並
み
が

う
っ
す
ら
と
見
え
る
。
距
離
は
僅
か
一
五
㎞
位
で
あ

る
が
、
道
が
悪
く
四
輪
で
一
時
間
半
か
か
っ
た
。
途

中
、
サ
ボ
テ
ン
の
林
を
抜
け
て
行
く
。
エ
ル
・
ア
ル

パ
着
一
〇
時
四
〇
分
頃
。
Ｂ
Ｈ
の
標
高
は
二
六
九
〇

m

で
、
予
想
に
反
し
て
雪
も
少
な
く
雪
崩
対
策
の
た

め
斜
面
を
削
っ
て
造
っ
た
貧
弱
な
半
地
下
小
屋
し
か

な
い（
写
真
１
）。
一
〇
日
前
に
新
雪
が
三
〇
㎝
積
っ

た
そ
う
だ
が
、
今
は
融
け
て
な
い
。

こ
こ
に
ガ
イ
ド
六
人
と
オ
ー
ナ
ー
一
人
の
七
人

（
全
員
ア
メ
リ
カ
人
）
が
常
駐
し
て
い
る
。
ビ
ー
コ

ン
必
携
で
、
一
パ
ー
テ
ィ
（
一
〇
人
ぐ
ら
い
ま
で
）

に
ガ
イ
ド
が
二
人
つ
く
。
ス
ノ
ー
キ
ャ
ッ
ト
は
二
台

あ
る
。
こ
の
た
め
同
時
に
は
二
〜
三
パ
ー
テ
ィ
し
か

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
で
予
約
が
必
要
で
あ
る
。
二

泊
三
日
、
一
日
四
回
の
キ
ャ
ッ
ト
ス
キ
ー
込
み
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
一
人
一
三
二
〇
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
あ
る
（
二
人

部
屋
）。
話
を
聞
い
た
ら
こ
こ
は
一
九
八
三
年
に
開

設
さ
れ
、
当
時
は
Ｔ
バ
ー
リ
フ
ト
が
あ
り
今
の
半
地

下
小
屋
の
近
く
に
は
そ
れ
な
り
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
相
手

の
施
設
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
が
一
九
八
〇
年
代

の
終
わ
り
、
あ
る
い
は
一
九
九
〇
年
代
の
始
め
に
大

規
模
な
雪
崩
が
起
き
て
全
て
の
施
設
が
吹
っ
飛
ん
だ

と
い
う
。
そ
の
後
、
施
設
の
再
建
は
せ
ず
、
キ
ャ
ッ

ト
ス
キ
ー
に
し
た
そ
う
だ
。

今
日
の
ガ
イ
ド
を
紹
介
さ
れ
、
雪
の
末
端
に
止

ま
っ
て
い
る
キ
ャ
ッ
ト
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん
で
も

ら
う
。
意
外
な
こ
と
に
二
人
の
ガ
イ
ド
は
ス
ノ
ボ
で

あ
る
。
思
い
の
外
暖
か
い
。

地
図
も
無
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
な
ん
の
説

明
も
な
く
、
幌
付
き
中
乗
り
の
キ
ャ
ッ
ト
に
載
せ
ら

れ
て
い
き
な
り
三
六
〇
〇
ｍ
の
ピ
ー
ク
の
て
っ
ぺ
ん

に
連
れ
て
行
か
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
雲
が
懸
か
っ
て

い
る
が
一
際
高
く
ア
コ
ン
カ
グ
ア
が
見
え
た
。
高
度

が
高
度
な
の
で
中
に
は
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し
た
人
も
何

人
か
い
た
。

山
の
て
っ
ぺ
ん
で
ス
キ
ー
を
履
き
、
滑
る
コ
ー
ス

の
出
だ
し
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
が
説
明
す
る
が
、
斜
面

が
急
に
落
ち
て
い
る
の
で
全
く
見
え
な
い
。「
す
ぐ

に
急
斜
面
と
な
り
今
は
硬
く
し
か
も
凸
凹
で
あ
る
。

両
側
に
は
岩
が
出
て
い
る
の
で
変
な
所
で
転
ぶ
と
危

険
で
あ
る
」、
と
。
先
導
ガ
イ
ド
が
滑
っ
た
後
、
指

導
員
の
資
格
を
持
っ
た
人
が
果
敢
に
滑
る
。
一
〇
ｍ

滑
っ
た
ら
視
界
か
ら
消
え
た
の
で
そ
の
先
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
自
分
の
番
が
来

て
、
出
だ
し
は
下
が
見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
は
ゆ
っ
く

り
と
行
く
。
な
ん
と
そ
こ
か
ら
は
斜
度
三
〇
〜
四
〇

度
ぐ
ら
い
で
カ
リ
カ
リ
、
コ
ブ
コ
ブ
の
斜
面
が
高
度

差
一
〇
〇
ｍ
以
上
続
い
て
い
る
。
我
々
は
新
雪
・
深

雪
を
期
待
し
て
、
フ
ァ
ッ
ト
の
軟
ら
か
で
長
め
の
ス

キ
ー
板
を
持
っ
て
来
た
。
こ
ん
な
斜
面
は
想
定
外

で
あ
る
。
下
を
見
て
突
っ
込
む
一
瞬
、
緊
張
す
る
。

岩
に
近
づ
か
な
い
よ
う
に
回
っ
て
い
く
。
標
高
差

二
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い
を
一
気
に
滑
り
降
り
る
と
そ
れ
な

り
の
傾
斜
と
な
り
コ
ブ
も
な
く
な
っ
て
楽
し
い
滑
り

に
な
る
が
、
ガ
リ
ガ
リ
の
斜
面
で
軟
ら
か
い
ス
キ
ー

板
で
は
足
に
来
る
。

こ
の
日
は
四
回
と
も
こ
こ
か
ら
滑
り
降
り
た
。
最

後
の
二
回
は
こ
の
急
斜
面
の
下
部
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し

て
尾
根
を
一
つ
越
え
、
大
き
な
谷
を
豪
快
に
滑
っ

た
。
標
高
差
四
〇
〇
ｍ
位
、
ガ
リ
ガ
リ
の
幅
二
〇
〇

ｍ
以
上
の
大
き
な
斜
面
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
一
気
に

滑
る
。
誰
も
途
中
で
立
止
ま
ら
な
い
。
昼
食
は
ボ
ッ

ク
ス･

ラ
ン
チ
で
、
中
味
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
、
リ
ン

ゴ
、
ス
ニ
ッ
カ
ー
ズ
、
シ
リ
ア
ル
バ
ー
。
毎
日
全
く

同
じ
で
芸
が
な
い
。
三
種
類
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

す
れ
ば
毎
日
違
っ
た
物
に
な
る
の
に
（
と
考
え
る
の

は
日
本
人
か
）。

四
回
の
滑
り
を
終
え
五
時
前
に
ホ
テ
ル
へ
向
か
っ

写真 1（2013 年 8月 22日撮影）：エル ･アルパのベースハウス。
雪崩を避けるため半地下となっている。施設は右がトイレ、左の
構造物に小さな机が 3つと椅子が数個ある待合室、ガイドの準備
室、キッチンがある。標高 2690	m。雪が少ない。



13

た
。
ホ
テ
ル
に
は
六
時
半
頃
着
き
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す

る
。
四
年
前
に
建
て
ら
れ
た
そ
う
で
、
こ
ぎ
れ
い
で

快
適
な
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
夕
食
は
併
設
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
ビ
ー
フ
・
ス
テ
ー
キ
と
子
羊
の
ス
テ
ー
キ
を

そ
れ
ぞ
れ
四
人
前
頼
み
、
半
分
ず
つ
に
分
け
て
両
方

を
地
元
の
ワ
イ
ン
で
楽
し
ん
だ
。

八
月
二
三
日
（
金
）
：
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
る
。
九

時
半
着
。
別
な
グ
ル
ー
プ
（
ア
メ
リ
カ
人
、
四
人
の

テ
レ
マ
ー
カ
ー
）
の
到
着
を
待
ち
、
一
〇
半
頃
に

キ
ャ
ッ
ト
に
乗
る
。
最
初
の
三
六
〇
〇
ｍ
ピ
ー
ク
か

ら
の
ラ
ン
で
一
人
が
転
倒
し
、
一
〇
〇
ｍ
ぐ
ら
い
流

さ
れ
た
が
、
幸
い
無
傷
で
あ
っ
た
。
今
日
は
二
回
目

に
三
七
〇
〇
ｍ
の
別
の
ピ
ー
ク
に
行
き
、
余
り
滑
っ

て
い
な
い
斜
面
を
快
適
に
楽
し
ん
だ
。
最
後
の
滑
り

は
黒
ダ
イ
ア
二
つ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
斜
面
で
あ
っ

た
が
、
斜
面
が
滑
ら
か
だ
っ
た
の
で
快
適
で
あ
っ
た

（
写
真
２
）。
二
時
半
頃
終
了
し
、三
時
過
ぎ
に
発
つ
。

ホ
テ
ル
に
は
四
時
半
頃
着
き
、
七
時
頃
ま
で
し
ば
し

休
養
す
る
。

今
日
の
夕
食
は
町
に
出
て
サ
ー
モ
ン
を
注
文
し
た

が
、
焼
き
方
が
酷
く
皆
半
分
以
上
残
し
た
。
極
め
つ

け
は
ワ
イ
ン
で
、
三
本
の
内
、
一
本
は
酢
に
な
り
か

け
て
い
た
。

八
月
二
四
日
（
土
）
：
八
時
頃
ホ
テ
ル
発
。
濃
い
霧

で
今
日
は
山
が
見
え
な
い
。
上
は
雪
が
降
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。
標
高
一
三
五
〇
ｍ
位

で
雲
の
上
に
出
る
。
現
地
着
九
時
一
五
分
頃
。
今
日

は
寒
い
。
上
部
に
は
う
っ
す
ら
と
雪
が
積
も
っ
て
い

る
の
で
少
し
は
期
待
で
き
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
人
の

グ
ル
ー
プ
を
待
つ
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
キ
ャ
ッ
ト
に

乗
っ
た
の
は
一
一
時
半
近
か
っ
た
。
こ
の
七
人
の
ア

メ
リ
カ
人
グ
ル
ー
プ
は
喧
し
く
沈
黙
が
一
〇
秒
と
続

か
な
か
っ
た
。
三
三
〇
〇
ｍ
を
越
え
る
と
新
雪
が
五

〜
一
〇
㎝
積
も
っ
て
い
て
、
ガ
リ
ガ
リ
の
斜
面
は
消

え
て
い
た
。
昨
日
滑
っ
た
大
斜
面
も
新
雪
で
快
適
で

あ
っ
た
。

午
後
太
陽
が
出
て
急
に
暖
か
く
な
っ
た
。
最
後
の

ラ
ン
は
今
ま
で
で
一
番
急
で
両
脇
岩
壁
の
狭
い
ル
ン

ゼ
を
滑
っ
た
が
、
こ
の
時
に
限
っ
て
ガ
ス
が
出
て

視
界
が
二
〇
ｍ
以
下
の
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
に
な
っ

た
。
ガ
イ
ド
の
一
人
が
先
行
し
、
も
う
一
人
は
ト
ラ

バ
ー
ス
か
ら
ル
ン
ゼ
に
突
っ
込
む
入
口
に
立
っ
て
指

示
を
し
た
。
下
が
全
く
見
え
な
く
て
両
側
が
岩
壁
の

幅
二
〇
〜
三
〇
ｍ
の
急
な
ル
ン
ゼ
に
突
っ
込
む
の
は

ガ
ッ
ツ
が
い
る
。
斜
面
は
全
く
分
か
ら
ず
、
岩
が
目

の
前
に
迫
り
タ
ー
ン
す
る
。
下
で
先
行
し
た
ガ
イ
ド

が
声
を
出
し
て
い
る
の
が
唯
一
の
頼
り
で
、
声
を
目

が
け
て
滑
る
。
ル
ン
ゼ
に
突
っ
込
む
場
所
を
間
違
っ

た
人
も
い
た
そ
う
だ
。
こ
こ
か
ら
尾
根
を
一
つ
越
え

て
新
雪
が
薄
く
積
も
っ
た
別
の
谷
を
快
適
に
滑
る
。

Ｂ
Ｈ
を
四
時
頃
発
ち
、
イ
ン
カ･

ホ
テ
ル
で
荷
物

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
ホ
テ
ル
に

六
時
半
頃
到
着
。
夕
食
は
中
央
市
場
の
裏
に
あ
る
海

鮮
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、
最
初
の
打
ち
上
げ
を
行
っ

た
。

八
月
二
五
日
（
日
）
：
迎
え
の
ミ
ニ
バ
ス
が
八
時
半

頃
来
る
。道
路
状
況
は
ま
あ
ま
あ
で
、フ
ァ
レ
ジ
ョ
ー

ネ
ス
に
あ
る
ア
ン
デ
ス
山
岳
会
の
ヒ
ュ
ッ
テ
“
ガ
ス

ト
ン
・
サ
ー
ベ
ド
ラ
”
に
九
時
四
〇
分
頃
到
着
。
四

人
の
蚕
棚
ベ
ッ
ド
が
あ
る
狭
い
部
屋
二
つ
と
リ
ビ
ン

グ･

ル
ー
ム
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
キ
ッ
チ
ン
等
自
炊
設

備
の
完
備
し
た
貸
し
切
り
で
あ
る
。
自
炊
は
大
変
な

の
で
、
一
泊
二
食
付
き
一
万
円
弱
で
賄
っ
て
も
ら
っ

た
。
こ
の
宿
は
チ
リ
か
ら
の
元
留
学
生
の
手
配
で
借

り
ら
れ
た
。
こ
こ
ら
か
ら
す
ぐ
の
所
に
三
つ
の
大
き

な
ス
キ
ー
場
が
あ
る
が
、
今
日
は
ラ
・
パ
ル
バ
に
行

く
こ
と
に
す
る
。

ラ
・
パ
ル
バ
に
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
六
九
歳
以

上
の
ス
ー
パ
ー･

シ
ニ
ア
と
い
う
リ
フ
ト
券
が
約

一
九
〇
〇
円
で
あ
り
、
う
る
さ
い
チ
ェ
ッ
ク
無
し
に

三
〇
代
の
若
者
を
除
い
て
皆
こ
れ
で
購
入
で
き
た
。

因
み
に
普
通
の
券
は
約
七
八
〇
〇
円
で
あ
る
。
チ
リ

の
ス
キ
ー
は
ま
だ
富
裕
層
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

写真 2（2013 年 8月 24日撮影）：エル ･アルパのエキスパートコース（上
部）。ピークは 3520	m。向かって右の肩から滑り込む。新雪が積もった
24日は標高差 600	m位をノンストップで一気に降りた。全山真っ白だっ
たらどこでも滑れ、素晴らしいだろう（雪崩に注意）。しかし、よほど運
が良くないとそのようなコンディションに恵まれないだろう。
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ゲ
レ
ン
デ
は
が
ら
が
ら
で
あ
る
。
雪
は
そ
こ
そ
こ

あ
っ
た
が
、
キ
ャ
ッ
ト
で
踏
ん
で
い
る
所
以
外
は
石

や
岩
が
至
る
所
に
出
て
い
た
。
午
後
か
ら
ガ
ス
が
で

て
、
粉
雪
が
時
々
舞
う
。
こ
の
ま
ま
降
れ
ば
明
日
は

新
雪
だ
。
四
時
に
上
が
る
。
宿
に
着
く
頃
に
本
格
的

な
雪
と
な
り
、
し
ば
し
降
る
。
明
日
が
少
し
期
待
で

き
る
。

八
月
二
六
日
（
月
）
：
最
大
規
模
の
ヴ
ァ
ジ
ェ
・
ネ

バ
ー
ド
へ
行
く
。
九
時
過
ぎ
出
発
。
朝
冷
え
込
ん
だ

の
で
、
道
路
は
か
な
り
凍
っ
て
い
る
。
送
り
迎
え
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
チ
ェ
イ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
立
ち

往
生
し
て
い
る
沢
山
の
車
を
尻
目
に
快
適
に
行
く
。

九
時
四
五
分
頃
到
着
。
真
っ
青
な
空
で
ア
ン
デ
ス
の

山
並
み
が
綺
麗
だ
。
こ
こ
は
、
日
本
の
ツ
ア
ー
会
社

が
日
本
か
ら
客
を
連
れ
て
き
て
い
る
ス
キ
ー
場
だ
。

一
番
高
い
と
こ
ろ
は
標
高
三
七
〇
〇
ｍ
も
あ
る
。
シ

ニ
ア
の
チ
ケ
ッ
ト
は
約
二
六
〇
〇
円
、
大
人
は
約

八
二
〇
〇
円
と
若
干
高
い
。
ど
こ
も
そ
う
だ
が
、
リ

フ
ト
の
半
分
以
上
は
Ｔ
バ
ー
で
し
か
も
長
さ
が
一
㎞

以
上
、
斜
度
が
二
〇
度
を
超
す
の
も
珍
し
く
な
い
。

新
雪
が
一
〇
㎝
ぐ
ら
い
積
も
っ
て
お
り
、
そ
こ
そ
こ

の
新
雪
滑
り
を
楽
し
む
。
こ
こ
か
ら
見
る
セ
ロ
・
プ

ロ
ー
モ
（C

o P
lom

o

、
五
四
二
五
ｍ
）
が
見
事
で

あ
る（
写
真
３
）。
私
は
二
〇
〇
六
年
の
三
月
に
登
っ

た
。
こ
こ
で
は
山
ス
キ
ー
の
シ
ュ
プ
ー
ル
が
至
る
所

に
見
ら
れ
（
写
真
４
）、
コ
ー
ス
を
知
っ
て
い
れ
ば

素
晴
ら
し
い
山
ス
キ
ー
が
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

八
月
二
七
日
（
火
）
：
三
つ
目
の
ス
キ
ー
場
、エ
ル
・

コ
ロ
ラ
ド
に
来
た
。
リ
フ
ト
・
チ
ケ
ッ
ト
・
シ
ス
テ

ム
が
他
二
つ
と
は
全
く
異
な
り
、
購
入
に
し
ば
し
時

間
を
食
う
。
こ
こ
で
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
約
千
円
で
購

入
し
て
、
そ
れ
か
ら
リ
フ
ト
代
を
別
に
払
う
（
シ
ニ

ア
、
約
二
一
〇
〇
円
、
普
通
約
六
二
〇
〇
円
）。
日

本
の
よ
う
に
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
戻
せ
ば
金
が
戻
っ
て
く

る
の
と
は
違
う
。
カ
ー
ド
は
何
回
で
も
使
え
る
。

も
た
も
た
し
て
い
た
ら
、
日
本
人
が
話
し
か
け
て

き
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
在
住
の
人
で
、
ア
ン
デ
ス
ス

キ
ー
同
好
会
の
会
長
だ
と
い
う
。
奥
さ
ん
と
他
に
チ

リ
人
と
結
婚
し
て
い
る
三
〇
代
の
日
本
女
性
が
一
緒

で
あ
る
。
案
内
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
、
昼
ま
で

一
緒
に
滑
っ
た
。彼
ら
は
踏
ん
で
あ
る
と
こ
ろ
、我
々

は
踏
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
滑
る
対
照
が
面

白
か
っ
た
。
途
中
、
彼
ら
の
知
り
合
い
の
も
う
一
人

の
日
本
人
と
会
っ
た
。
冬
の
ニ
セ
コ
で
ス
キ
ー
ガ
イ

ド
を
し
て
い
る
と
い
う
。
快
晴
で
朝
の
斜
面
は
カ
リ

カ
リ
に
凍
っ
て
い
た
が
、
昼
過
ぎ
に
は
緩
ん
で
滑
り

や
す
く
な
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
と
し
た
昼
食
の
後
、
一
回
滑
り
引
き
上

げ
た
。
三
時
半
頃
ホ
テ
ル
を
出
た
が
、
途
中
渋
滞
で

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
の
宿
に
着
い
た
の
が
五
時
半
頃
で

あ
っ
た
。
明
日
か
ら
の
イ
ー
ス
タ
ー
島
観
光
の
た

め
、
皆
ペ
ソ
が
必
要
だ
と
い
う
。
六
時
閉
店
ぎ
り
ぎ

り
に
間
に
合
っ
て
換
金
し
た
。
夕
食
は
三
〇
〇
ｇ
の

ス
テ
ー
キ
で
二
回
目
の
打
ち
上
げ
。

八
月
二
八
日
（
水
）
：
イ
ー
ス
タ
ー
島
に
行
く
べ
く

写真 3（2013 年 8月 26日撮影）：ヴァジェ・ネバードの最奥から
見たセロ・プローモ（5425	m、上部は雲が懸かっている）。左隣り
はセロ・ラ・パルバ（4047	m）。どこでも滑れる。

写真 4（2013 年 8月 26日撮影）：セロ・ラ・パルバ（4047	m）
頂上からの 3人のエクストリームスキーのシュプール。この急で狭
いルンゼを直滑降に近い滑りで降りた。雪崩が発生している。2人
はスノボだった。
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空
港
へ
着
い
た
と
た
ん
、
一
人
が
パ
ス
ポ
ー
ト
、
金

そ
の
他
重
要
書
類
を
入
れ
た
ポ
ー
チ
を
ホ
テ
ル
に
置

い
て
き
た
と
言
う
。
一
瞬
、皆
頭
が
真
っ
白
に
な
る
。

便
の
出
発
時
間
ま
で
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
私
が
同

行
し
て
ホ
テ
ル
に
取
り
に
行
っ
た
。
空
港
に
は
出
発

の
三
〇
分
前
に
は
戻
っ
て
き
た
が
、
カ
ウ
ン
タ
ー
は

す
で
に
締
め
切
ら
れ
て
い
た
。
係
を
捕
ま
え
て
乗
せ

て
く
れ
と
交
渉
し
た
が
、頑
と
し
て
ダ
メ
だ
っ
た（
後

か
ら
メ
ン
バ
ー
に
聞
い
た
ら
、
便
は
ス
タ
ン
バ
イ
を

載
せ
て
満
席
だ
っ
た
そ
う
だ
。
我
々
に
そ
の
よ
う
に

説
明
す
れ
ば
納
得
し
た
の
に
）。
我
々
二
人
を
待
っ
て

い
た
者
を
含
め
て
計
三
人
が
乗
り
損
な
っ
た
。
が
、
運

良
く
、
次
の
日
の
チ
ケ
ッ
ト
が
無
料
で
と
れ
た
。
結
果

的
に
、
こ
の
日
ゆ
っ
く
り
で
き
て
休
養
と
な
っ
た
。

八
月
二
九
日（
木
）：
八
時
一
五
分
発
の
イ
ー
ス
タ
ー

島
行
き
に
乗
る
。
が
ら
が
ら
だ
。
現
地
に
は
一
二
時

過
ぎ
に
到
着
（
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
時
間
、
一
四
時
）。

昨
日
着
い
た
五
人
の
仲
間
が
八
人
乗
り
の
ミ
ニ
バ
ン

レ
ン
タ
カ
ー
で
迎
え
に
来
て
い
た
。
私
の
運
転
で
一

通
り
島
を
一
周
す
る
。
私
は
一
九
九
四
年
に
一
人
で

来
た
こ
と
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
二
〇
年
前
と
変

わ
っ
て
い
な
い
が
、
舗
装
道
路
が
増
え
た
の
と
、
モ

ア
イ
の
と
こ
ろ
が
整
備
さ
れ
て
い
た
の
が
目
に
つ
い

た
。
こ
こ
で
の
食
べ
物
はC

evice de A
tun

と
い

う
マ
グ
ロ
の
酢
漬
け
で
あ
る
。
チ
リ
で
も
こ
こ
で
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
。
疲
れ
が
出
た
の
か
、
体
調
の
不

良
を
訴
え
る
人
が
出
た
。

八
月
三
〇
日
（
金
）
：
午
前
中
土
砂
降
り
の
雨
で
出

発
便
が
遅
れ
、五
時
半
頃
の
出
発
と
な
る
。サ
ン
テ
ィ

ア
ゴ
到
着
時
間
が
四
時
間
ぐ
ら
い
遅
れ
て
真
夜
中
に

な
る
の
で
、
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
送
っ
て
も
ら
う

ミ
ニ
バ
ン
の
予
約
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幸
い
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
日
本
か
ら
も
っ
て
来
た

国
際
通
話
も
で
き
る
携
帯
が
通
じ
た
。
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
に
は
二
三
時
半
頃
着
陸
。
ミ
ニ
バ
ン
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
出
口
で
待
っ
て
い
て
、
ホ
テ
ル
に
は
夜
中
の

一
二
時
半
近
く
に
着
い
た
。

八
月
三
一
日
（
土
）
：
ア
メ
リ
カ
（
Ｄ
Ｆ
Ｗ
）
へ
の

出
発
が
夜
の
九
時
頃
な
の
で
、
ゆ
っ
く
り
起
き
て
土

産
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
市
内
観
光
を
行
っ
た
。
ホ
テ

ル
の
周
辺
は
サ
ク
ラ
（
避
寒
サ
ク
ラ
）
が
満
開
で
あ

る
。
気
が
つ
く
と
町
の
公
園
に
も
結
構
サ
ク
ラ
が
あ

る
。ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
端
に
あ
る
展
望
の
良
い
セ
ロ
・

サ
ン
タ
・
ル
シ
ー
ア
と
い
う
丘
に
行
っ
た
が
、
冬
の

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
名
物
の
ス
モ
ッ
グ
で
ア
ン
デ
ス
は
か

す
ん
で
い
た
。

最
後
の
打
ち
上
げ
と
な
る
遅
い
昼
食
は
、
中
央

市
場
の
ド
ン
デ
・
ア
ウ
グ
ス
ト
（D

onde A
ugust

）

に
海
鮮
を
食
べ
に
行
っ
た
。
こ
こ
は
世
界
中
か
ら
の

観
光
客
が
来
る
超
有
名
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
夏
に
は

日
本
人
の
団
体
も
大
挙
し
て
押
し
寄
せ
る
。
我
々
が

日
本
人
と
分
か
る
と
、
ウ
ニ
、
カ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
そ

の
他
日
本
語
を
使
っ
て
高
い
料
理
と
ワ
イ
ン
を
勧
め

る
。
が
、
私
は
い
つ
も
来
て
い
る
の
で
、
適
当
に
見

繕
っ
て
高
く
な
い
の
を
注
文
し
た
。

九
月
一
日
（
日
）
：
Ｄ
Ｆ
Ｗ
に
朝
の
六
時
前
到
着
。

乗
り
継
ぎ
便
の
出
発
（
一
〇
時
過
ぎ
）
ま
で
の
時
間

つ
ぶ
し
に
メ
キ
シ
コ
の
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
を
飲
む
べ
く

レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
た
ら
、
今
日
は
日
曜
な
の
で

一
〇
時
ま
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
販
売
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
タ
コ
ス
と
エ
ン
チ
リ
ャ
ー
ダ

で
時
間
を
潰
す
。

九
月
二
日
（
月
）
：
成
田
着
一
三
時
半
頃
。
全
員
無

事
に
帰
国
。
面
白
か
っ
た
旅
は
終
わ
っ
た
。
一
部
の

人
は
北
海
道
便
へ
乗
り
継
ぎ
、
帰
道
し
た
。

ツ
ェ
ラ
ム
よ
り
ダ
ー
ラ
ン
へ
帰
り
の

キ
ャ
ラ
バ
ン

─
高
木
真
一
と
歩
い
た
一
五
日
間
の
旅
─

	

斎
藤
惇
生

五
月
二
三
日
、
上
田
は
ヤ
ル
ン
氷
河
を
歩
き
通
し

て
、
無
事
ツ
ェ
ラ
ム
に
帰
着
し
た
。
一
日
も
早
く
日

本
へ
送
り
帰
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
毎
日
ガ
ー
ゼ
交
換

の
時
診
た
が
、
幸
い
感
染
の
徴
候
は
な
か
っ
た
。

予
定
の
二
七
日
、
二
八
日
天
候
が
悪
く
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
は
来
な
か
っ
た
。
二
九
日
朝
ガ
ス
で
視
界
が
そ

れ
ほ
ど
よ
く
な
い
の
で
多
分
来
な
い
と
思
っ
て
い
た

ら
、
八
時
半
突
然
ヘ
リ
が
や
っ
て
来
た
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
の
白
人
の
飛
行
士
は
、
に
こ
り
と
も
せ
ず

天
候
が
悪
化
し
そ
う
だ
か
ら
早
く
乗
る
よ
う
に
と
せ

か
す
。
慌
て
て
荷
造
り
し
て
上
田
、
樋
口
、
田
附
が

乗
り
こ
む
。
舞
上
が
っ
た
ヘ
リ
は
シ
ン
バ
コ
ー
ラ
ー

の
谷
間
を
下
り
出
し
た
。
故
障
墜
落
か
と
一
瞬
肝
を

冷
や
し
た
が
、す
ぐ
高
度
を
上
げ
て
飛
ん
で
行
っ
た
。

三
〇
日
、
上
田
の
治
療
の
助
手
に
残
し
た
高
木
と

私
は
、
コ
ッ
ク
助
手
の
ダ
ヌ
ー
、
ロ
ー
カ
ル
シ
ェ
ル



16

パ
二
人
、
ポ
ー
タ
四
人
と
残
っ
た
荷
を
す
べ
て
ま
と

め
て
ツ
ェ
ラ
ム
を
後
に
し
た
。
ダ
ヌ
ー
は
料
理
も
で

き
、
態
度
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
の
で
安
心
だ
っ

た
。
ダ
ー
ラ
ン
ま
で
一
五
日
間
の
長
い
旅
だ
っ
た

が
、
甲
斐
が
帰
り
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
記
憶
が
な
い
と
書
い
て
い
る
が
、
私
も
同
様
に

乏
し
い
。
恐
ら
く
気
疲
れ
と
緩
み
か
ら
だ
ろ
う
と
思

う
が
、
簡
単
な
記
録
も
残
し
て
い
な
い
。
し
か
し
宿

泊
地
の
記
録
は
報
告
書
の
日
誌
に
き
ち
ん
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
木
が
書
き
と
め
て
お
い
た
も

の
だ
と
思
う
。
何
も
な
い
と
な
る
と
高
木
に
対
し
申

し
わ
け
な
い
の
で
思
い
出
し
た
こ
と
を
少
し
書
い
て

み
た
い
。

三
〇
日
は
ニ
ル
ギ
ン
・
ラ
を
越
し
て
シ
ュ
レ
レ
・

カ
ル
カ
泊
り
だ
っ
た
。
午
後
私
は
一
人
の
ポ
ー
タ
ー

が
担
い
で
い
た
私
の
シ
ュ
ラ
ー
フ
が
な
い
の
に
気
付

い
た
。
ダ
ヌ
ー
に
言
う
と
彼
は
す
ぐ
担
い
で
い
た

ポ
ー
タ
ー
を
激
し
く
責
め
は
じ
め
た
。
腰
に
手
を
あ

て
て
威
嚇
し
て
い
る
が
手
は
出
さ
な
い
。
最
後
そ
の

ポ
ー
タ
ー
の
隊
荷
を
取
り
あ
げ
て
追
い
出
し
て
し

ま
っ
た
。
シ
ュ
ラ
ー
フ
は
多
分
途
中
の
樹
の
茂
み
に

隠
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
ダ
ヌ
ー
は
言
う
。
こ
の
間
他

の
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
全
く
知
ら
ぬ
顔
で
口
出
し
も
し

な
か
っ
た
。
あ
い
つ
が
や
っ
た
ん
だ
と
知
っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
と
私
は
シ
ュ
ラ
ー
フ
カ
バ
ー
だ

け
で
寝
た
の
だ
が
、
高
度
も
下
り
暑
く
な
る
の
で
十

分
寝
め
た
。

翌
三
一
日
は
グ
ン
サ
泊
、
グ
ン
サ
へ
下
り
る
最
後

の
尾
根
道
は
黄
、
ピ
ン
ク
、
白
色
な
ど
の
色
と
り
ど

り
の
石
楠
花
が
華
や
か
に
咲
き
乱
れ
て
い
た
。
釈
迦

の
説
い
た
極
楽
浄
土
へ
の
道
は
、
き
っ
と
こ
の
様

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
グ
ン
サ
は
カ
ン
チ
ェ

ン
ジ
ュ
ン
ガ
氷
河
に
入
る
最
後
の
部
落
で
、
チ
ベ
ッ

ト
系
の
カ
ン
パ
が
住
ん
で
い
る
。
家
は
二
階
建
の
木

造
で
お
お
き
い
。
後
年
入
っ
た
雲
南
の
カ
ン
パ
の
家

も
よ
く
似
て
い
た
。

テ
ン
ト
を
張
る
こ
ろ
か
ら
子
供
た
ち
が
お
お
ぜ
い

集
ま
っ
て
来
て
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
大

人
も
来
て
薬
を
せ
が
ま
れ
る
だ
ろ
う
と
、
テ
ン
ト
に

入
り
小
分
け
し
た
薬
品
箱
を
出
し
て
お
い
た
。
高
木

を
呼
び
に
テ
ン
ト
か
ら
出
た
。
戻
っ
て
み
る
と
薬
箱

が
見
当
た
ら
な
い
。
あ
ま
り
に
も
素
早
い
早
業
に
驚

い
た
。
そ
の
夜
は
荷
物
の
横
に
シ
ェ
ル
パ
が
一
人
寝

ず
の
番
を
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
だ
っ
た
の
で
翌
朝

シ
ェ
ル
パ
に
せ
か
さ
れ
て
、
さ
っ
さ
と
出
発
。
部
落

の
な
か
を
歩
い
て
観
察
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

グ
ン
サ
か
ら
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
氷
河
の
下
流

に
な
る
チ
ャ
ル
・
チ
ュ
ー
（
グ
ン
サ
コ
ー
ラ
）
に

沿
っ
た
道
を
南
下
す
る
。
へ
ロ
ッ
ク
で
タ
ム
ー
ル
河

と
合
流
す
る
。
へ
ロ
ッ
ク
だ
っ
た
と
思
う
が
寒
さ
に

は
強
い
が
暑
さ
に
弱
い
チ
ベ
ッ
ト
ポ
ー
タ
ー
は
、
リ

ン
ブ
ー
の
ポ
ー
タ
ー
に
替
っ
た
。
小
さ
な
隊
で
河
原

と
か
岩
小
屋
に
泊
っ
た
の
で
、
薬
を
ね
だ
り
に
来
る

村
人
も
な
く
、
こ
の
面
で
は
高
木
も
私
も
の
ん
び
り

で
き
た
。

高
木
は
趣
味
の
小
さ
い
シ
ジ
ミ
蝶
を
、
捕
虫
網
を

ふ
っ
て
捕
っ
て
い
た
。
シ
ジ
ミ
蝶
に
は
新
種
が
見
ら

れ
る
と
言
っ
て
い
た
。
隊
員
の
誰
か
が
そ
の
頃
発
見

さ
れ
て
騒
が
れ
て
い
た
ア
ポ
ロ
蝶
を
、
何
匹
か
捕
っ

た
と
聞
い
た
。
後
は
ど
う
な
っ
た
か
知
ら
な
い
。

途
中
小
さ
な
谷
の
出
合
で
休
憩
し
た
時
、
大
豆
大

の
ガ
ー
ネ
ッ
ト
を
見
つ
け
た
。
二
人
で
一
時
間
ほ
ど

探
し
て
五
〇
個
ほ
ど
拾
っ
た
。
大
事
に
持
っ
て
帰
っ

た
が
、
小
さ
な
原
石
で
は
値
打
な
い
と
聞
い
て
が
っ

か
り
だ
っ
た
。

高
木
は
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
初
見

参
だ
っ
た
。
最
後
ま
で
最
前
線
で
頑
張
り
、
五
月

一
六
日
に
は
第
二
次
救
援
隊
と
し
て
富
田
と
一
緒
に

八
一
四
〇
ｍ
の
デ
ポ
地
に
到
達
し
た
。
し
か
し
最
も

緊
張
し
辛
か
っ
た
の
は
五
月
一
三
日
の
Ｃ
Ⅳ
か
ら
Ｃ

Ⅴ
予
定
地
の
荷
上
げ
の
時
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。

途
中
で
上
方
に
行
く
の
を
拒
否
し
そ
う
に
な
っ
た
カ

ル
マ
以
下
の
シ
ェ
ル
パ
に
対
し
、
若
い
高
木
が
断
固

と
し
て
譲
ら
ず
説
得
し
辛
う
じ
て
荷
上
げ
を
成
功
さ

せ
た
。
こ
の
荷
上
げ
が
不
成
功
だ
っ
た
ら
登
頂
隊
は

出
発
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
前
に
も
書
い
た
が
高
木

は
疲
れ
は
て
て
、
数
歩
歩
い
て
は
立
止
っ
て
休
ん
で

い
た
。
高
木
が
Ｋ
12
峰
登
頂
成
功
後
帰
路
に
遭
難
死

し
た
こ
と
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

南
に
下
る
に
つ
れ
タ
ム
ー
ル
河
は
大
河
と
な
り
河

原
は
広
く
な
っ
た
。
高
度
も
下
り
日
中
は
四
〇
℃
に

な
る
暑
さ
で
あ
っ
た
。
ポ
ー
タ
ー
た
ち
は
三
〇
㎏
近

い
荷
物
を
担
ぎ
、
も
く
も
く
と
文
句
一
つ
言
わ
ず
歩

く
。
グ
ル
カ
兵
帰
り
が
一
人
い
た
。
世
界
最
強
の
グ

ル
カ
兵
の
一
端
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

ど
こ
か
忘
れ
た
が
雨
の
な
か
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。

雉
打
ち
に
外
に
出
た
。
草
叢
の
羊
歯
を
見
る
と
葉
の

上
に
蛭
が
何
匹
も
う
ご
め
い
て
い
る
。
羊
歯
を
足
で

押
し
倒
し
て
し
ゃ
が
み
、
な
ん
と
か
用
を
た
し
た
。

無
事
蛭
に
吸
い
つ
か
れ
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
勇
気

の
い
る
こ
と
だ
っ
た
。

六
月
一
三
日
や
っ
と
先
に
到
着
し
た
み
な
に
迎
え

ら
れ
て
ダ
ー
ラ
ン
に
つ
い
た
。
出
発
の
時
泊
っ
た
タ

カ
リ
族
の
兄
弟
が
経
営
す
る
小
さ
い
が
清
潔
で
気
持

ち
の
良
い
ダ
ー
ラ
ン
ホ
テ
ル
に
泊
る
。
丁
度
こ
ぶ
し

よ
り
少
し
大
き
い
イ
ン
ド
マ
ン
ゴ
ー
の
盛
り
だ
っ
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た
。
こ
の
世
に
こ
ん
な
美
味
い
果
物
が
あ
る
か
と
思

う
ほ
ど
美
味
か
っ
た
。
翌
日
ビ
ラ
ト
ナ
ガ
ー
ル
に
移

動
し
た
が
、
こ
の
間
み
な
多
分
一
〇
個
く
ら
い
は
食

べ
た
の
で
な
い
か
。
六
月
一
六
日
に
は
全
員
カ
ト
マ

ン
ズ
に
帰
着
し
た
。

各
隊
員
は
そ
の
後
、
ネ
パ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
セ
イ

ロ
ン
な
ど
で
調
査
、
高
木
と
松
沢
は
パ
キ
ス
タ
ン
に

入
国
、
フ
ン
ザ
よ
り
パ
ス
氷
河
、
シ
ス
パ
ー
ル
峰
を

調
査
偵
察
し
た
。

八
月
一
一
日
、
京
都
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ
主
催
の
松
田
隆
雄
の
告
別
式
が
行
な
わ
れ
た
。

第
二
五
回
雲
南
懇
話
会
（
二
〇
一
三
年
六

月
二
二
日
開
催
）
に
於
け
る
講
演
概
要
等

	

前
田
栄
三
、
安
仁
屋
政
武

第
二
五
回
雲
南
懇
話
会
は
、
二
〇
一
三
年
六
月
、

東
京
市
ヶ
谷
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所
国
際
会
議
場
で
開

催
さ
れ
、
一
一
二
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
会
で

し
た
。
以
下
、
概
要
を
紹
介
致
し
ま
す
。

①
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
の
聖
地
、
そ
の
二
」
─
ブ
ー

タ
ン
の
八
百
万
の
神
々
─

写
真
家
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

小
林
尚
礼

ブ
ー
タ
ン
に
は
、
自
然
信
仰
の
聖
地
が
多
い
。
岩

壁
や
洞
窟
の
ほ
か
、
湖
や
岩
、
山
、
大
木
な
ど
の
聖

地
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
八
百
万
の

神
が
宿
る
。
山
岳
民
族
が
暮
ら
す
ブ
ー
タ
ン
東
部
に

は
山
の
聖
地
が
多
く
、
鬼
神
の
宿
る
山
、
仏
や
聖
人

ゆ
か
り
の
山
な
ど
、
そ
の
山
容
に
よ
っ
て
宿
る
主
は

様
々
だ
。
ま
た
、
三
年
に
一
度
降
臨
す
る
土
地
神
へ

祈
る
祭
り
な
ど
も
伝
わ
る
。
そ
れ
ら
を
写
真
で
紹
介

し
な
が
ら
、
人
々
は
自
然
と
対
峙
し
て
何
を
祈
る
の

か
、
そ
の
根
底
に
は
何
が
あ
る
の
か
考
え
て
み
た
い

…
と
し
て
概
説
し
た
。

鮮
や
か
な
色
彩
に
彩
ら
れ
た
作
品
（
写
真
）
が
素
晴

ら
し
い
。

②
「
サ
バ
イ
バ
ル
登
山
、
そ
の
思
想
と
実
践
」
─
自

給
自
足
登
山
の
さ
き
に
見
え
る
も
の
─

サ
バ
イ
バ

ル
登
山
家
、
岳
人
編
集
部

服
部 

文
祥

自
給
自
足
の
登
山
と
い
え
る「
サ
バ
イ
バ
ル
登
山
」

を
試
み
る
に
至
っ
た
過
程
、
具
体
的
な
事
例
紹
介
、

そ
の
結
果
、
な
に
を
感
じ
、
登
山
や
現
代
社
会
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
…
に
つ
い

て
、
概
説
し
た
。

彼
が
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
時
代
…
旧
き
時
代
の
登
山
で
、
別
段
新
し
い

こ
と
で
は
な
い
。
小
屋
が
け
、
た
き
火
、
釣
り
、
獣
う

ち
…
、
明
治
の
案
内
人
の
ほ
と
ん
ど
は
猟
師
だ
っ
た
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
当
た
り
前
だ
っ
た
ろ
う
。

今
の
時
代
に
実
践
し
て
い
る
演
者
の
存
在
そ
の
も

の
が
、
野
生
の
証
し
。
強
靭
な
生
命
力
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。
鹿
の
脳
味
噌
を
、
そ
れ
と
知
ら
ず
に
お
ね

だ
り
す
る
末
娘
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

③
「
立
山
・
剱
岳
の
多
年
性
雪
渓
と
氷
河
」
─
こ
れ

ま
で
の
日
本
の
雪
渓
研
究
史
と
今
後
の
展
望
─

富

山
県
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ

飯

田

肇

飛
騨
山
脈
、
剱
岳
に
あ
る
小
窓
雪
渓
お
よ
び
三
ノ

窓
雪
渓
で
、
日
本
最
大
級
の
長
大
な
氷
体
の
存
在
を

確
認
。
そ
の
後
の
流
動
観
測
の
結
果
、
小
窓
、
三
ノ

窓
両
雪
渓
は
、
日
本
で
は
未
報
告
で
あ
っ
た
一
年
を

通
じ
て
連
続
し
て
流
動
す
る
、
現
存
す
る
「
氷
河
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
立
山
東
面
の
御
前
沢
雪
渓

も
、
現
存
す
る
「
氷
河
」
の
可
能
性
が
あ
る
…
と
し

て
概
説
し
た
。（
詳
細
は
「
雪
氷
」
七
三
巻
三
号
、

p213

〜
を
参
照
）

立
山
連
峰
の
他
の
万
年
雪
（
内
蔵
助
雪
渓
等
）
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
調
査
し
て
い
く
…
と
し
て
い

る
。

③
「
史
料
に
見
る
タ
イ
文
化
圏
の
樹
木
利
用
」
─
絹
、

茶
、
酒
や
ビ
ン
ロ
ウ
な
ど
─

東
京
外
国
語
大
学
教

授 

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所

Ｃ
・

ダ
ニ
エ
ル
ス

タ
イ
文
化
圏
は
、
雲
南
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
大
陸

部
に
広
が
る
山
間
盆
地
一
帯
に
位
置
す
る
が
、
盆
地

の
タ
イ
系
民
族
以
外
に
、
山
住
み
の
モ
ン
・
ク
メ
ー

ル
系
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
系
、
カ
レ
ン
系
、
ミ
ャ

オ
・
ヤ
オ
系
諸
語
を
話
す
民
族
も
暮
ら
し
て
い
る
。

一
三
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
、
当
該
地
域
が
タ
イ

系
民
族
の
言
語
と
文
化
に
よ
っ
て
ゆ
る
や
か
に
統
合

さ
れ
て
い
た
歴
史
事
実
に
ち
な
み
、「
タ
イ
文
化
圏
」

と
命
名
さ
れ
た
。

タ
イ
文
化
圏
の
物
質
文
化
は
時
代
と
共
に
変
わ
っ

て
き
た
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
っ
て
変

化
し
た
の
か
等
に
つ
い
て
は
、
研
究
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
本
発
表
で
は
歴
史
史
料
に
明
確
に
読
み
と
れ
る

樹
木
と
そ
れ
を
加
工
し
て
で
き
る
モ
ノ
を
取
り
上
げ

て
、
物
質
文
化
の
歴
史
を
考
え
て
み
た
い
…
と
し
て
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概
説
し
た
。

日
頃
、勉
強
・
調
査
研
究
す
る
こ
と
の
難
し
い
「
時

代
＆
地
域
」
の
貴
重
な
研
究
成
果
で
あ
る
。

④
「
雲
南
省
南
部
か
ら
北
タ
イ
に
お
け
る
メ
コ
ン
川

流
域
の
環
境
保
全
と
開
発
─
メ
コ
ン
オ
オ
ナ
マ
ズ
を

め
ぐ
る
生
態
史
─
」
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
名

誉
教
授

秋
道
智
彌

メ
コ
ン
川
流
域
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
国

の
経
済
発
展
に
関
連
し
た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
一
方
、
一
九
九
八
年
の
長
江
下
流
域
に
お
け
る

大
洪
水
へ
の
反
省
か
ら
、
中
国
政
府
は
「
退
耕
還

林
」
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
天
然
林
の
伐
採
と
狩
猟

の
禁
止
を
訴
え
た
国
策
は
環
境
保
全
を
前
面
に
打
ち

出
す
も
の
で
あ
っ
た
。
国
内
的
に
は
国
家
級
保
護
区

を
制
定
す
る
な
ど
の
動
き
が
あ
る
一
方
、
周
辺
の
と

く
に
東
南
ア
ジ
ア
方
面
や
イ
ン
ド
洋
へ
の
経
済
進
出

を
画
策
す
る
開
発
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
う

し
た
急
激
な
経
済
開
発
の
な
か
で
、
メ
コ
ン
川
の
固

有
種
で
あ
る
メ
コ
ン
オ
オ
ナ
マ
ズ
を
め
ぐ
る
保
全
問

題
が
急
浮
上
し
た
。
こ
こ
で
は
メ
コ
ン
オ
オ
ナ
マ
ズ

を
事
例
と
し
て
近
年
の
メ
コ
ン
川
集
水
域
に
お
け
る

開
発
と
環
境
保
全
の
問
題
を
概
説
さ
れ
た
。
タ
イ
王

国
チ
ュ
ン
コ
ー
ン
水
域
で
は
、
近
年
、
オ
オ
ナ
マ
ズ

の
漁
獲
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
様
子
が
、
捕

獲
頭
数
の
経
年
変
化
と
し
て
図
示
さ
れ
た
。
メ
コ
ン

川
か
ら
眼
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
！

な
お
、
第
二
六
回
雲
南
懇
話
会
は
、
金
子
民
雄
講

演
会
と
し
て
二
〇
一
三
年
一
〇
月
〇
一
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス

松
沢
哲
郎
会
員
が
「
文
化
功
労
者
」
に

二
〇
一
三
年
一
一
月
五
日
に
松
沢
哲
郎
会
員
が
文

化
功
労
者
に
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

暮
ら
し
と
心
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
、
人
間
の
認
識

と
行
動
の
進
化
的
起
源
に
つ
い
て
数
多
く
の
知
見
を

生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、「
比
較
認
知
科
学
」
と
呼

ば
れ
る
研
究
領
域
を
開
拓
し
そ
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
こ
と
が
顕
彰
の
理
由
で
す
。

理
由
の
詳
細
は
京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
Ｈ
Ｐ
に

よ
れ
ば
以
下
の
通
り
で
す
。

比
較
認
知
科
学
の
分
野
に
お
い
て
、
ヒ
ト
と
最
も

近
縁
な
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
対
象
に
、
ア
フ
リ
カ
の
生

息
域
で
の
研
究
と
日
本
の
実
験
室
で
の
研
究
を
癒
合

さ
せ
た
独
自
の
手
法
で
「
進
化
の
隣
人
」
と
呼
べ
る

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
暮
ら
し
と
心
の
世
界
を
明
ら
か
に

し
、
人
間
の
認
識
と
行
動
の
進
化
的
起
源
に
つ
い
て

数
多
く
の
知
見
を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、「
比
較

認
知
科
学
」
と
呼
ば
れ
る
研
究
領
域
を
開
拓
し
そ
の

発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
氏
の
研
究
は
、「
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
の
心
の
研
究
」
を
基
盤
に
、
人
間
の
認

識
と
行
動
の
進
化
的
基
盤
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と

い
え
、
氏
が
開
拓
し
た
「
比
較
認
知
科
学
」
は
、
い

わ
ば
心
理
学
と
霊
長
類
学
か
ら
生
ま
れ
た
、
認
識
の

進
化
を
扱
う
独
創
的
な
研
究
領
域
で
あ
る
。
氏
は
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
の
認
識
と
行
動
を
、
ア
フ
リ
カ
の
自
然

場
面
で
の
観
察
研
究
と
、「
ア
イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
呼
ば
れ
る
日
本
の
実
験
室
場
面
で
の
実
験
研
究
を

融
合
さ
せ
た
新
し
い
視
点
か
ら
総
合
的
に
研
究
し
、

日
本
の
実
験
室
で
の
研
究
で
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の

視
知
覚
・
認
知
・
記
憶
な
ど
の
機
能
が
ヒ
ト
と
比
肩

し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
い
く
つ
か
の
情
報
処
理
過
程
に
お
い
て
、
ヒ
ト

と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
相
違
も
見
出
し
、
そ
れ
が
そ
れ

ぞ
れ
の
種
の
生
態
学
的
環
境
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
た
。
ア
フ
リ
カ
の
自
然
の
生
息
地
で

の
研
究
で
は
、
野
生
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
生
態
、
特

に
道
具
使
用
と
そ
の
習
得
過
程
に
焦
点
を
当
て
て
、

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に
も
教
育
や
文
化
と
呼
べ
る
も
の
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
氏
は
さ
ら
に
、
こ
う

し
た
観
察
と
実
験
の
手
法
を
融
合
さ
せ
て
、
特
に
親

子
を
含
め
た
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
全

体
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
飼
育
下
の
研
究
を
行

い
、
世
代
間
で
知
識
や
技
術
が
文
化
的
に
伝
播
す
る

様
相
を
克
明
に
描
き
出
し
、
親
子
の
絆
や
社
会
的
な

場
面
で
の
学
習
の
重
要
性
を
明
確
に
示
し
た
。
以
上

の
よ
う
に
、
氏
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク

な
素
材
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
認
識

や
行
動
の
進
化
的
な
起
源
を
解
明
、
人
間
の
本
性
に

つ
い
て
新
た
な
理
解
を
も
た
ら
し
、
そ
の
功
績
は
誠

に
顕
著
で
あ
る
。

飯
田

肇
会
員
に
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

飯
田

肇
会
員
は
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
七
日
、

「
立
山
連
峰
に
於
け
る
越
年
性
雪
渓
研
究
及
び
日
本

初
の
現
存
氷
河
の
発
見
」
に
よ
り
、
第
一
五
回
秩
父

宮
記
念
山
岳
賞
を
、
福
井
幸
太
郎
氏
と
の
連
名
で
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。
ア
イ
ス
レ
ー
ダ
ー
観
測
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ

に
よ
る
流
動
観
測
の
結
果
、
剱
・
立
山
山
域
の
小
窓
、

三
ノ
窓
、
御
前
沢
の
三
つ
の
雪
渓
が
現
存
す
る
「
氷

河
」
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
が
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評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
な
お
、
飯
田
会
員
は
、
第

一
〇
回
（
二
〇
〇
八
年
）
の
「
大
日
岳
巨
大
雪
庇
の

形
成
機
構
に
関
す
る
研
究
」（
川
田
邦
夫
会
員
、
横

山
宏
太
郎
会
員
と
連
名
）
に
次
ぐ
二
度
目
の
受
賞
で

す
。

会
員
動
向

会
員
異
動
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訂
正前

号
（N

o.65

・66

）
の
記
事
で
左
記
の
訂
正
を

い
た
し
ま
す
。

２
頁

上
段
後
ろ
か
ら
２
行
目

一
九
七
四
年
→
一
九
六
四
年

上
段
後
ろ
か
ら
１
行
目

一
九
七
二
年
→
一
九
六
二
年

中
段
１
行
目

ヌ
プ
チ
ェ
→
ヌ
プ
チ
ュ
ー

中
段
２
行
目

一
九
七
三
年
→
一
九
六
三
年

６
頁

上
段
後
ろ
か
ら
７
行
目

二
六
日
→
一
六
日

Ｃ
Ⅳ
→
Ｃ
Ⅲ

下
段
８
行
目

P2
は
よ
り
鋭
高
→
松
田
は
P2
は
よ
り
鋭
高

編
集
後
記

こ
の
た
び
、
前
田

司
さ
ん
か
ら
編
集
の
仕
事
を

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
前
田
さ
ん
に
は
五
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
る
編
集
担
当
、
ほ
ん
と
う
に
お
疲
れ
様
で

た
め
、
新
し
い
名
簿
で
も
、
旧
職
場
と
、
そ
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く
は
、

こ
の
号
の
会
員
動
向
欄
に
も
あ
る
よ
う
に
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
は
自
宅
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
原
稿
を

お
送
り
い
た
だ
く
と
き
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

横
山
宏
太
郎

発
行
日

二
〇
一
三
年
十
二
月
末
日

発
行
者

京
都
大
学
学
士
山
岳
会

会
長

松
林
公
蔵

発
行
所

	

〒
六
〇
六
─
八
五
〇
一	

京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町（
総
合
研
究
二
号
館
四
階
）

	

京
都
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究

研
究
科

竹
田
晋
也

気
付

編
集
人

横
山
宏
太
郎

製

作

京
都
市
北
区
小
山
西
花
池
町
一
─
八

㈱
土
倉
事
務
所

し
た
。
前
号
の
編
集
後
記
で
若
い
（
？
）
と
カ
ッ
コ

付
き
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、す
で
に
六
六
歳
で
す
。

三
〇
〜
四
〇
年
前
の
若
い
頃
に
は
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
を
大
い

に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
多
少
の
ご
恩
返

し
に
な
る
か
と
お
引
き
受
け
し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

お
つ
き
あ
い
く
だ
さ
い
。

前
号
は
ヤ
ル
ン
・
カ
ン
四
〇
周
年
特
集
で
し
た
が
、

今
号
は
多
彩
な
内
容
で
す
。
ラ
ダ
ッ
ク
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
（
阪
本
さ
ん
）
と
、
チ
リ
の
ス
キ
ー
旅
（
安
仁

屋
さ
ん
）
の
原
稿
で
は
、
先
輩
方
の
ま
す
ま
す
お
元

気
な
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
な
お
、
ラ
ダ
ッ
ク
の

記
事
は
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ほ
ぼ
同
じ

内
容
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
数
多
く
の
写
真
が
カ

ラ
ー
で
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
く

と
よ
い
で
し
ょ
う
。

高
所
肺
水
腫
・
脳
浮
腫（
阪
本
さ
ん
）に
つ
い
て
は
、

実
例
を
も
と
に
し
た
貴
重
な
教
訓
と
思
い
ま
す
。
ヤ

ル
ン
・
カ
ン
特
集
の
続
き
と
し
て
、
斎
藤
惇
生
さ
ん

に
帰
路
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
貴
重
な
原
稿
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
不
慣

れ
な
た
め
、
発
行
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
早
く

原
稿
を
い
た
だ
い
た
方
を
は
じ
め
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
皆
様
方
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

次
号
も
特
集
は
組
ん
で
い
ま
せ
ん
。
皆
様
か
ら
の

ご
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
原
稿
の

お
願
い
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
集
な
ど
に
つ
い
て
は
こ
れ

か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

私
は
定
年
後
も
非
常
勤
と
し
て
も
と
の
職
場
に
出

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
三
月
末
で
終
わ
り
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
事
務
局
へ
の
連
絡
を
怠
っ
て
い
た




